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第５２表　縄文土器観察表�

分類備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（cm）

部位器種種別出土地
点

出土地
点

図面番
号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

�－３類厚 み０�８
��内 面
スス付着

良好２�以下の灰白色・暗褐色・橙色の粒
子・１�以下の黒色光沢を含む

黒褐色７�５��
３／１

にぶい褐色
７�５��６ ／
４

ナデ／貝
殻条痕文

ナデ�縄文
施文�２条
の隆帯文�
ナデ

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１９２９６

�－９類厚 み０�７
�

良好３�以下のにぶい橙色・・暗赤褐色粒
子を含む・１�以下の灰白色・浅黄橙
色粒子を含む

にぶい橙色
１０��６／３

にぶい橙色
７�５��７ ／
４・灰 黄 色
１０��５／２

縄文／ナ
デ

縄文／半
截竹管文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１９２９７

�－５類厚 み０�７
�

良好４�以下の灰白色粒子・２�以下の褐
色粒子・１�以下の黒色光沢粒子を含
む

にぶい橙色
７�５��５ ／
４・褐 灰 色
１０��４／２

にぶい橙色
７�５��５ ／
４・褐 灰 色
１０��４／１

ナデ／指
頭痕

ナデ／面取
り／２段の
連続刺突文
／貝殻条痕
文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１９２９８

�類土器
か�

－良好３�以下の灰褐色粒子を含むにぶい黄褐色
１０��５／３

明赤褐色５
��５／６

ナデナデ－－－－底部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１９２９９

�－１０類－良好１０�以下の灰褐色粒子・３�以下の白
色粒子を含む

灰黄色１０��
５／２

にぶい黄褐
色１０��５ ／
３

ナデナ デ���
縄文

３�５－－－底部～
胴部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１９３００

�－６類厚 み０�７
��外 面
にスス付
着

良好５�以下の灰褐色・５�以下の茶褐色・
５�以下の乳褐色粒子を含む

明赤褐色５
��５／６

明赤褐色５
��５／６

ナデ貝殻条痕
文

－－－－頸部～
胴部

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１９３０１

－最 大 長
４�８／ 最
大 幅２�２
／最大厚
０�９／ 重
量９�２

良好４�以下の灰白色粒子・２�以下の褐
色粒子・１�以下の黒色光沢粒子を含
む

にぶい橙色
７�５��５ ／
４・褐 灰 色
１０��４／２

にぶい橙色
７�５��５ ／
４・褐 灰 色
１０��４／１

ナデナデ－－－－－－土器
片錘

覆土��１９３０２

－最大長３�８
／最大幅
３�２／最大
厚０�７５／
重量７�２

良好３�以下の灰白・橙色、３�５以下の褐色
粒子を含む

にぶい黄褐
色７�５��５
／４

褐色７�５��４
／３

ナデナデ－－－－－－土器
片錘

覆土��１９３０３

�－２類厚 み０�８
�

良好６�台の黒褐色粒子１つ・３�台の褐
色粒子・１�５�以下の黒褐色粒子を含む

黒褐色２�５��
３／１

褐色７�５��４
／４

ナデへら状工
具による
連続刻目
／��縄 文
／貼り付
け突帯

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��２２３０４

�－８類厚み０�７５
�

良好６�以下の灰白色粒子を含む橙色５��６
／６

橙色５��６
／８

ナデ�隆帯文／
細隆帯文
／細沈線

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��２２３０５

後期土器
か�

厚 み０�７
�

良好３�以下の褐鉄鉱粒子・２�以下の灰
白色・１�以下の光沢粒子を含む

にぶい赤褐
色５��５／
４

にぶい赤褐
色５��５／
４

ナデナデ－－－１７�２口縁部
～胴部

無文浅
鉢

縄文
土器

覆土��２２３０６

�－４類厚み０�５５
�

良好３�以下の茶褐色・３�以下の乳褐色
粒子を含む

赤褐色５��
４／６

にぶい赤褐
色５��４／
４

ナデ貼り付け
突帯文／
半截竹管
文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��３４３１１

�－３類厚 み０�８
�

良好５�以下の茶褐色粒子を含むにぶい赤褐色
５��４／３

にぶい赤褐色
５��４／４

貝殻条痕
文

貝殻条痕
文

－－－－波状口
縁

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��３４３１２

�－３類厚み０�７５
�

良好２�以下の灰色・浅黄橙色・にぶい黄
橙色粒子・０�５�以下の黒色光沢粒子を
含む

にぶい黄橙
色１０��７ ／
３

灰褐色１０��
６／２

ナデ／貝
殻条痕文

貝殻条痕
文／板状
工具によ
るナデ

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��３４３１３

�－３類厚み０�５５
�

良好１�以下の白色粒子・１�以下の半透
明粒子を含む

オリーブ褐
色２�５��４
／４

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

ナデ半截竹管
文／ナデ
／貼り付
け突帯

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��３４３１４

�－４類厚 み０�７
�

良好１�台の灰色粒子・微細で黒色粒子を
含む

にぶい黄褐
色１０��５ ／
４

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデヘラ描き
沈 線 文�
条線文

－－－－頸部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��３４３１５

�－３類厚み０�７５
�

良好２�以下の褐色・明褐色粒子・１�以
下の黒色光沢粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
４・灰 褐 色
７�５��４ ／
２

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

貝殻条痕
文�指 頭
痕／ナデ

貝殻条痕
文／指頭
痕

－－－－胴部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��３４３１６

�類土器
か�

厚 み０�７
�

良好４�台のにぶい橙粒子１つ・１�台の
不透明の粒子・１�～微細な明赤褐色
粒子を含む

オリーブ褐
色２�５��４
／４

橙色５��６
／６

ナデ／指
頭痕

ナデ－－－－底部付
近

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��３４３１７

－最 大 長
４�２／ 最
大 幅３�２
／最大厚
０�９３／重
量０�８７

良好２～３�以下の褐色粒子・１�以下の
褐色・灰褐色粒子を含む

にぶい橙色
７�５��５ ／
４・褐 灰 色
１０��４／２

にぶい橙色
７�５��５ ／
４・褐 灰 色
１０��４／１

ナデナデ－－－－－－土器
片錘

覆土��３４３１８

�－２類厚み０�６５
�

良好１�以下赤褐色粒子を含む明褐色７�５��
５／６

黒褐色２�５��
３／２

ナデ突帯貼付
け後押し
引き／貼
付け突帯
刻目

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��５７３１９

�－６類厚み０�６５
�

良好５�以下の灰白色。１�以下の金色光
沢粒子を含む

灰白色２�５��
８／２

にぶい黄橙
色１０��７ ／
４

ナデ刺突文／
縄文施文
／隆帯文
／ナデ

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��５７３２０

�－９類厚 み０�７
�

良好３�５�以下の灰白色粒子を含むにぶい黄橙
色１０��６ ／
２

暗 灰 黄 色
２�５��５ ／
２

ナデヘラ描き
沈線文／
ナデ

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��５７３２１

－ー良好２�以下の橙・１�以下の灰白色粒子
を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい褐色
７�５��５ ／
３

ナデナデ－－－－－－土器
片錘

覆土��５７３２２

�－６類厚 み０�５
�

良好０�５�以下の淡黄・灰白色粒子を多く含
む

明褐色７�５��
５／６

オリーブ褐
色２�５��４
／３

ナデ素隆帯文
／ 無 節�
縄文

－－－－頸部付
近�

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��５６３２３
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第５３表　縄文土器観察表�

分類備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（cm）

部位器種種別出土地
点

出土地
点

図面番
号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

�－１０類厚 み０�６
��外 面
スス付着

良好３�以下のにぶい橙色・灰白色粒子を
含む

にぶい赤褐
色５��５／
３

灰褐色７�５��
４／２・黒褐
色７�５��３ ／
１

ナデ縄文施文－－－－頸部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��５７３２４

�－１０類厚 み０�８
�

良好１�５�以下の赤褐色・灰色粒子・１�以
下の黒色光沢粒子を含む

橙色７�５��６
／６

明赤褐色５
��５／８

ナデ��（�）縄
文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��５７３２５

�－６類厚 み０�８
�

良好２�以下の橙・１�以下の灰白色粒子
を含む

褐色７�５��４
／３

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデナ デ�指
頭痕

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��５７３２６

�－５類厚み０�７５
��外 面
スス付着

良好１�５�以下の黒色光沢粒子・１�以下の
灰白色粒子・２�以下の褐鉄鉱粒子を
含む

にぶい黄色
２�５��６ ／
３

灰黄色２�５��
６／２・黄灰
色２�５��５ ／
１

ナデナデ／押
し引き文
／縄文施
文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��５７３２７

�－５類厚み０�８５
�

良好５�以下の灰白色・２�５�以下の黒褐色
粒子を含む

灰黄色２�５��
６／２

にぶい黄色
２�５��６ ／
３・暗灰黄色
２�５��５ ／
２

ナデナデ／隆
帯文

－－－－口縁部
～胴部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��５８３２８

�－５類厚み０�６５
�

良好４�以下の灰白色１�５�以下の黒褐色粒
子を含む

にぶい黄色
２�５��６ ／
３

灰黄色２�５��
６／２・黄灰
色２�５��５ ／
１

ナデ隆帯文／
横ナデ

－－－－頸部～
胴部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��５８３２９

�－５類厚み０�６５
��外 面
スス付着

良好３�５�以下の代打色・６�以下の灰白色
粒子を含む

にぶい褐色
７�５��４ ／
３・にぶい黄
橙色１０��６
／４

褐色７�５��４
／３

ナデ／指
頭痕�

ナデ／ヘ
ラ描き沈
線 文�ナ
デ

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��５８３３０

�－１類厚み０�５８
�

良好１�８�以下の黒色光沢粒子・１�以下の
灰白色粒子を含む

にぶい黄褐
色１０��４ ／
３

にぶい褐色
７�５��５ ／
４・灰 黄 色
１０��４／２

横ナデナ デ�隆
帯後押圧
刻み

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��５８３３１

�－３類厚み０�６５
��外 面
スス付着

良好３�５�以下の灰白色・２�以下の灰・橙
色粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい褐色
７�５��５ ／
３

貝殻条痕
文／ナデ

貝殻条痕
文

－－－－胴部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��５８３３２

�－５類厚 み０�８
�

良好１��以下の白色・茶褐色粒子を含むオリーブ褐
色２�５��４
／３

オリーブ褐
色２�５��４
／３

��縄文／
ナデ

��縄 文�
刺 突 文�
押引き文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６７３３６

�－１類厚 み０�８
�

良好５��以下の灰白色・１�以下の赤褐色
粒子を含む

灰黄色２�５��
６／２

褐色７�５��４
／３

貝殻条痕
文

貼付突帯
／刺突文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６７３３７

�－１０類厚 み０�６
��外 面
スス付着

良好１�以下の灰白色・不透明粒子を多く
含む

にぶい黄色
１０��６／４

にぶい黄色
１０��６／４

ナデ��縄文／
ナデ

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６７３３８

－最 大 長
３�８／ 最
大 幅３�１
／最大厚
６�５／ 重
量８�６

良好２～３�以下の褐色粒子・１�以下の
褐色・灰褐色粒子を含む

褐色７�５��４
／４

明褐色７�５��
５／６

ナデナデ－－－－－－土器
片錘

覆土��６７３３９

�－５類厚 み０�６
�

良好２�以下の褐灰白粒子褐色７�５��４
／３

褐色７�５��４
／３

貝殻条痕
文／ナデ

貝殻復縁
による刻
み／半截
竹管文／
ナデ

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６８３４３

�－１０類厚み０�７５
�

良好２�５�以下の灰白色・褐色粒子を含むにぶい黄褐
色１０��６ ／
４

にぶい黄褐
色１０��５ ／
４

貝殻条痕
文

縄文施文－－－－屈曲部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６８３４４

�－４類厚 み０�７
�
���５６�
��６８（接
合関係）

良好２�５��以下の灰白色・褐色・１�以下
の半透明粒子・金色光沢粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

赤褐色５��
４／６

ナデヘラ描き
条線文／
ナデ

－－－－頸部～
胴部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６８３４５

�－３類厚 み
０�７��

良好７�以下の半透明粒子・２�以下の灰
白色、褐色粒子を含む

にぶい黄褐
色１０��５ ／
４

にぶい黄褐
色１０��５ ／
３

ナデ半截竹管
文／ナデ
／隆帯文

－－－－口縁部
～胴部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６８３４６

�－１類厚 み０�６
�

良好微細な淡黄褐色・橙色粒子を含むにぶい黄色
１０��４／３

暗褐色１０��
３／３

ナデヘラ描き
沈線

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��７７３４８

�－４類良好４�大の淡橙粒子１つ・０�５�以下の淡
橙粒子を含む

黒褐色１０��
３／２

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデ面取／ヘ
ラ描き沈
線

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��７７３４９

�－６類厚 み０�８
�

良好１�以下の灰色・黒褐色粒子を含むにぶい黄色
１０��６／４

にぶい黄色
１０��４／３

ナデ半截竹管
文／隆帯
文

－－－－頸部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��７７３５０

�－１０類厚み０�８５
�

良好１�以下の淡色・無色透明光沢粒子を
含む

明黄褐色
１０��６／６

明黄褐色
１０��６／６

ナデ貝殻復縁
による押
圧文

－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��７７３５１

�－６類厚 み０�７
�

良好４�以下の赤色・褐色粒子、２�以下の
淡黄粒子を含む

にぶい橙色
７�５��６ ／
４

にぶい橙色
７�５��６ ／
４

縄文施文
�ナデ

隆帯文－－－１６�７口縁部
～胴部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��８０３５３

�－１０類厚 み０�８
�

良好２�以下の灰褐色粒子を含むにぶい黄褐
色１０��５ ／
３

橙色５��６
／６

ナデナデ／縄
文施文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��８０３５４

�－８類厚 み０�８
�

良好３�以下の浅黄橙粒子・２�５�以下の明
赤褐色粒子を含む

にぶい橙色
７�５��６ ／
４

にぶい橙色
７�５��６／４

縄文施文縄文施文
�ヘ ラ 描
き沈線文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��８０３５５

�－６類厚 み０�５
�

良好５�以下の浅黄褐色粒子を含むにぶい黄褐
色１０��５ ／
４

にぶい橙色
７�５��６ ／
４

ナデナデ／隆
帯文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��８１３５６

�－５類厚 み０�７
�

良好３�以下の黒褐色粒子を含むにぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい橙色
７�５��６ ／
４

ナデヘラ描き
沈 線 文�
ナデ

－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��８１３５７
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第５４表　縄文土器観察表�

分類備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（cm）

部位器種種別出土地
点

出土地
点

図面番
号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

�－１類厚 み０�５
�

良好７�５�以下のにぶい褐色粒子、２�以下
の褐灰色、灰白色粒子を含む

にぶい黄褐
色１０��５ ／
３

褐色７�５�４／
３

ナデナデ／連
続刺突文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��８１３５８

�－６類厚 み０�８
�

良好３�以下の白褐色粒子を含むにぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデナデ－－－－底部付
近

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��８１３５９

�－６類厚 み０�８
�

良好２�大の半透明粒子、１�以下の半透
明、灰白色、淡黄色粒子を含む

明赤褐色５
��５／６

にぶい黄褐
色１０��６ ／
４

ナデヘラ描き
沈線文／
隆帯文／
��縄文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��８１３６０

�－２類厚 み０�７
�

良好微細な金色光沢粒子、１�以下の半透
明、灰白色、淡黄色粒子を含む

にぶい黄褐
色１０��５ ／
４

にぶい黄褐
色１０��５ ／
４

ナデ貝殻条痕
文／ヘラ
描き沈線
文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��８１３６１

�－６類厚 み０�６
����８１
＋��８７
（接合関
係）

良好５�以下のにぶい橙色、黒褐色粒子、
３�以下のにぶい赤褐色、灰白色、褐
灰色粒子を含む

にぶい黄褐
色１０��６ ／
３

にぶい橙色
７�５��６ ／
２

貝殻条痕
文／ナデ

ナデ－－－－頸部～
胴部

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��８１３６２

�－６類厚 み０�７
�

良好５�以下の茶褐色粒子、３�以下の灰
褐色粒子、３�以下の黒褐色粒子を含
む

にぶい黄褐
色１０��６ ／
３

にぶい橙色
７�５��６ ／
４

ナデナデ－－－－底部～
胴部

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��８１３６３

�－１０類厚 み０�７
�

良好１�以下の黒色光沢粒子、１�以下の
無色透明、淡黄の粒子を含む

明褐色７�５��
５／６

明褐色７�５��
５／６

ナデ／縄
文施文

ナデ／縄
文施文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６５３６９

�－８類厚 み０�８
�

良好３�５�大の灰白色粒子３つ、１�以下の
灰白・淡黄色粒子を含む

明黄褐色
１０��６／６

明褐色７�５��
５／６

ナデ縄文施文
／半截半
竹文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��８８３７０

�－８類厚み０�７５
�

良好２�大の浅黄粒子、１�大の浅黄色、
灰白色、半透明粒子を含む

にぶい黄色
７�５�６／２

浅 黄 色２�５�
７／３

��縄文／
ナデ

��縄文／
２条の半
裁竹管文

－－－－波状口
縁部

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��８８３７１

�－１０類厚 み０�７
�

良好１�以下の黒色光沢粒子、１�以下の
無色透明浅黄の粒子を含む

明褐色７�５��
５／６

明褐色７�５��
５／６

��縄文／
ナ デ（指
圧）

ナデ／縄
文施文

－－－－口縁部縄文深
鉢

縄文
土器

覆土��８８３７２

�－１０類厚 み０�８
�

良好１�５�以下の無色透明・黒色光沢粒子、
１�以下灰白色淡黄粒子を含む

にぶい黄褐
色１０��４ ／
３

橙色７�５��６
／４

ナデ��縄文－－－－胴部縄文深
鉢

縄文
土器

覆土��８８３７３

�－７類厚 み０�６
�

良好５�以下の赤茶褐色粒子・２�以下の
黒色粒子・２�以下の白褐色粒子を含
む

にぶい黄褐
色１０��５ ／
３

にぶい黄褐
色１０��５ ／
３

ナデ��縄文／
半截竹管
による押
引き文／
��縄文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１１
０

３７７

�－８類厚 み０�７
�

良好３�以下の灰白色粒子を含むにぶい橙色
７�５��５ ／
４

にぶい橙色
７�５��６ ／
４

ナデ縄文施文
�半 截 竹
管文

－－－－頸部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１１
０

３７８

�－４類厚 み０�７
�

良好５�以下の灰白色粒子を含むにぶい黄橙
色１０��６ ／
３

にぶい黄橙
色１０��６ ／
３

ナデ半截竹管
文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１１
０

３７９

�－６類厚 み０�６
��外 面
スス付着

良好３�以下の灰褐色粒子を含む褐 色７�５��
４／３

黒褐色１０��
３／２

ナデナデ－－－－頸部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１１
０

３８０

�－８類厚 み０�６
�
���１１０
＋
��１４２
（接合関
係）

良好３�以下の灰褐色粒子を含む明褐色７�５��
５／６

明褐色７�５��
５／６

貝殻条痕
文

縄文施文
�半 截 竹
管文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１１
０

３８１

�－６類厚み０�７５
��外 面
スス付着
���１１０
＋
��１４２
（接合関
係）

良好３�以下の灰白色・にぶい黄橙色粒子
を含む

灰 黄 褐 色
１０��５ ／
３・灰黄褐色
１０��４／２

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４・褐 灰 色
１０��４／１

ナデ隆帯文－－－－波状口
縁部～
頸部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
２

３９３

�－４類厚み０�６５
�
���１１０�
��１４２
（接合関
係）

良好３�以下のにぶい黄橙色粒子・２�以
下の灰白色粒子を含む

にぶい黄褐
色１０��５ ／
３・灰黄褐色
１０��４／２

にぶい黄褐
色１０��５ ／
３・褐 灰 色
１０��４／１

ナデ隆帯文－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
２

３９４

�－１類厚 み０�７
�

良好２�以下の黒色光沢粒子を含む明褐色７�５��
５／６

黒褐色１０��
３／１

ナデ隆帯文／
ナデ

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
５

３９９

�－８類厚み０�５５
�

良好８�以下の白褐色粒子を含むにぶい黄橙
色１０��５ ／
３

にぶい黄橙
色１０��５ ／
３

ナデ縄文施文
�半 截 竹
管文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
５

４００

�－６類厚 み０�８
�

良好３�以下の白褐色粒子・３�以下の茶
褐色粒子を含む

にぶい赤褐
色５��５／
４

にぶい赤褐
色５��５／
４

ナデ縄文施文－－－－胴部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
５

４０１

�－３類厚 み０�７
��外 面
スス付着
���８１＋
��１４５
（接合関
係）

良好１�以下の黒色光沢粒子・１�以下の
白褐色粒子を含む

明褐色７・５
��４／６

褐色７・５
��４／３

貝殻条痕
文

貝殻条痕
文

－－－－胴部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
５

４０２

�－１類厚 み０�８
�

良好３�以下の白褐色粒子を含む含むにぶい黄褐
色１０��５ ／
３

にぶい黄褐
色１０��５ ／
３

貝殻条痕
文

貝殻条痕
文／隆帯
文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
５

４０３

�－１類厚 み０�７
�

良好４�以下の白褐色粒子を含む含むにぶい黄褐色
１０��５／３

にぶい黄褐色
１０��５／３

貝殻条痕
文

貝殻条痕文
／隆帯文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
５

４０４
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第５５表　縄文土器観察表�

分類備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（cm）

部位器種種別出土地
点

出土地
点

図面番
号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

�－３類厚 み０�８
�

良好１�以下の半透明光沢粒子・１�以下
の黒色光沢粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��６・
４

橙色７・５
��６／６

貝殻条痕
文

貝殻条痕
文

－－－－胴部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
５

４０５

�－３類厚 み０�６
�

良好３�以下の茶褐色粒子・３�以下の灰
褐色粒子を含む

にぶい赤褐
色５��４／
４

にぶい赤褐
色５��４／
４

貝殻条痕
文

貝殻条痕
文

－－－－胴部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
５

４０６

�－２類厚 み０�６
�

良好１０�以下の茶褐色粒子・２�以下乳褐
色粒子を含む

灰黄色１０��
４／２

褐灰色１０��
４／１

ナデ／指
頭痕

��縄文／
貼り付け
突帯（隆帯
文）

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６４０７

�－１０類外面スス
付着

良好２�以下の灰白・にぶい黄橙色・２�５�
以下の灰色を含む

明褐色７�５��
５／６

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデ／貝
殻条痕文

縄文施文－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６４０８

�－４類厚 み０�７
�

良好１�５�以下の黒色で光沢粒子、４�以下
の灰白色粒子を含む

褐灰色１０��
４／２

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデ沈線文／
ナデ

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６４０９

�－１０類厚 み０�７
�

良好１�以下の黒色光沢粒子、微細な黒色・
白色粒子を含む

明褐色５��
５／６

明褐色５��
５／６

ナデ面取り／
刻み／ナ
デ ／��縄
文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１３４１０

�－９類厚 み０�８
�

良好１�５�以下の淡黄・白色粒子、１�以下
の半透明の粒子を含む

にぶい黄褐
色１０��６ ／
４

暗灰黄色
２�５��５／２

ナデナデ／縄
文後沈線

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１３４１１

�－５類厚み０�５５
�

良好０�５�以下の黒い光沢粒子、１�以下の
半透明・透明の粒子を含む

明褐色７�５��
５／８

橙色７�５��６
／６

ナデヘラ描き
沈 線�ケ
ズリ状ナ
デ

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１３４１２

�－１０類厚 み０�７
�

良好６�以下の茶褐色・灰白色粒子、１�以
下の黒い光沢粒子、１�以下の灰白色
粒子を含む

明褐色７�５��
５／６

黒褐色１０��
３／２

ナデ��縄文�－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１３４１３

�－６類厚み０�８５
�

良好３�以下のにぶい橙粒子・２�以下の
黒褐色・灰白色粒子、１�以下のにぶい
橙粒子を多く含む

にぶい黄褐
色１０��４ ／
３

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデナデ７�０－－－底部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１３４１４

�－８類最 大 長
５�７／ 最
大 幅４�２
／最大厚
５�５／ 重
量１９

良好５�以下の乳褐色粒子・３�以下の灰
褐色粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

灰黄色１０��
５／２

貝殻条痕
文

ナデ－－－－－－土器
片錘

覆土��１３４１５

�－２類厚 み０�７
��外 面
にスス付
着

良好２�以下の黒色透明な光沢粒子・微細
な灰白色・灰粒子を含む

橙色５��６
／８

橙色５��６
／８

ナデ無節��－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１６４１６

�－６類厚み０�７５
�

良好０�５�以下白色粒子・１�以下半透明粒
子を含む

明褐色７�５��
５／６

明褐色７�５��
５／６

無節縄文無 節�／
ヘラ描き
沈線文／
隆帯文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１６４１７

�－６類厚 み０�４
�

良好２�５�台のの明黄褐色粒子３個・１�～
微細な淡黄半透明の粒子を含む

橙色７�５��６
／８

橙色７�５��６
／８

ナデ半截竹管
文 ／��縄
文�／��
縄文�

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１６４１８

�－５類厚み０�４５
��外 面
赤色顔料
付着

良好２�台の白色半透明の粒１つ・１�以
下の灰色粒子を含む

明褐色５��
５／６

明褐色５��
５／６

指頭痕／
ナデ

隆帯文／
ナデ

－－－－頚部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１６４１９

�－６類厚 み０�９
�

良好１�５�以下の灰白色・黒色光沢粒子、２�５
�以下のにぶい黄橙色の粒子を含む

にぶい黄褐
色１０��５ ／
４、黒 褐 色
２�５��３ ／
１

にぶい黄褐
色１０��５ ／
４、黒 褐 色
２�５��３ ／
１

ナデ／指
頭痕

ナデ／縦
方向の刻
み／指頭
痕

ー－－１６�２口縁部
～頸部

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１６４２０

�－６類厚 み０�８
�

良好１�以下の金色光沢粒子、１�以下の
黄褐色粒子を含む

にぶい黄色
１０��５／４

橙色７�５��６
／６

ケズリ／
ナデ

ナデ／沈
線文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１６４２１

�－３類厚み０�８５
�

良好２�以下の黒色透明光沢粒子、微細な
灰白色粒子、灰色粒子を含む

赤褐色５��
４／６

赤褐色５��
４／６

貝殻条痕
文

貝殻条痕
文

－－－－頸部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１６４２２

�－６類厚み０�７２
�

良好・１�５�以下の灰白色・黒色光沢粒子、
２�以下のにぶい橙粒子を含む

にぶい橙色
７�５��６ ／
４・褐 灰 色
１０��４／１

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデ／指
頭痕

ナデ６�９－－－胴部～
底部

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１６４２３

�－６類厚 み０�８
�

良好２�以下の灰白色粒子を含むにぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

貝殻条痕
文

面取り／
ナデ

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��２３４２７

�－１０類厚み０�６５
�

良好５�以下の白色粒子を含むにぶい黄褐
色１０��５ ／
３

灰褐色１０��
４／２

丁寧なナ
デ

面取り／
ナデ／縄
文

－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��２３４２８

�－６類厚 み０�６
�

良好２�５�以下の灰白色・３�以下の橙・４
�以下のにぶい褐色粒子を含む

褐 色７�５��
４／４

灰褐色１０��
４／２

貝殻条痕
文

ナデ／刻
み目／貝
殻条痕文

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��２３４２９

�－１０類厚 み０�７
�

良好３�以下の茶褐色粒子・３�以下の灰
褐色粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

指圧／ナ
デ

��縄文－－－－頚部～
胴部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��２３４３０

�－１０類厚み０�５８
�

良好２�以下の灰白色・２�５�以下の橙・１�５
�以下の粒子を含む

にぶい赤褐
色５��４／
４・灰 褐 色
７�５��４ ／
２

赤褐色５��
４／６・にぶ
い赤褐色５
��４／４

貝殻条痕
文

ナ デ�縄
文施文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��２３４３４

�類土器
か�

厚み０�９８
�

良好５�以下のにぶい橙色・１�５�以下の褐
色・微細光沢粒子を含む

明赤褐色５
��４／６

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

貝殻条痕
文

ナデ７�８－－－底部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��２３４３５

�－４類厚 み０�８
�

良好２�以下の黒色光沢粒子・２�以下の
透明光沢粒子を含む

灰黄褐色
１０��４／２

灰黄褐色
１０��４／２

ナデ貼付け突
帯文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��４２４３６
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第５６表　縄文土器観察表	

分類備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（cm）

部位器種種別出土地
点

出土地
点

図面番
号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

�－４又
は５類

厚 み０�６
�

良好１�５�以下の黒色光沢粒子・１�以下の
白色半透明粒子を含む

褐色７�５��４
／６

褐色７�５��４
／６

ナデ隆帯文／
ナデ

－－－－頚部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��４２４３７

�－８類厚み０�８５
�

良好３�以下のオリーブ褐色粒子を含むにぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい赤褐
色５��５／
４

ナデ半截竹管
文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��４２４３８

�－５類厚み０�５５
�

良好４�以下の明橙色粒子・１�以下の赤
褐色粒子を含む

黒褐色２�５��
３／１

にぶい黄色
２�５��６ ／
４

横ナデナデ／半
截竹管文

－－－－口縁部
付近

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��４２４３９

�－１０類厚 み０�６
�

良好１�以下の白色粒子１つ・１�以下の
赤褐色粒子を含む

褐色７�５��５
／６

褐色７�５��４
／３

ナデ��縄文－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��４３４４６

�－４類厚 み０�７
�

良好１�以下の灰褐色・淡黄粒子を含む明褐色７�５��
５／６

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデ�字爪形押
し 引 き�
貝殻条痕
文�ヘ ラ
描き条線
文

－－－－口縁部
付近

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��４３４４７

�－１０類厚 み０�７
�

良好２�大の赤褐色粒子・１�大の赤褐色
粒子・微細な淡黄粒子を含む

明赤褐色５
��５／６

明褐色７�５��
５／６

ナデ撚糸文�－－－－頸部付
近

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��４３４４８

�－４類厚 み０�５
�

良好２�大の灰白色粒子・０�５�以下の灰白
色粒子を含む

明褐色７�５��
５／６

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデヘラ描き
沈 線 文�
条線文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��４３４４９

�－６類厚 み０�７
�

良好１�以下の明赤褐色粒子・１�以下の
淡黄色粒子を含む

橙色７�５��６
／６

橙色７�５��６
／６

ナデナデ－－－－胴部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��４３４５０

�－９類厚 み０�７
�

良好１�５�以下の灰色・褐色粒子・１�以下
の白色粒子を含む

にぶい黄褐
色１０��５ ／
４

明黄褐色
１０��６／６

ナデ刻み目／
ヘラ描き
沈線文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��５１４５１

�－４類厚 み０�８
�

良好２�以下の赤褐色・淡黄・橙粒子・１
�以下の灰色・赤褐色粒子を含む

褐色７�５��４
／４

明赤褐色５
��５／６

ナデヘラ描き
条線文

－－－－胴部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��５１４５２

�－１０類厚み０�５５
�

良好１�以下の淡黄・橙粒子を含む浅黄色２�５��
７／４

暗灰黄色
２�５��５／
２

ナデ��縄文－－－－胴部深鉢縄文
土器

覆土��５２４５５

�－６類厚 み０�５
��外 面
スス付着

良好１�以下の黒色光沢粒子・微細な透明
光沢粒子・微細な半透明の粒子を含む

黒 褐 色１０��
３／２

暗褐色１０��
３／３

ナデ刻み／ナ
デ

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��５３４７２

�－６類厚み０�６５
�

良好１�５�以下の淡黄・橙・白色粒子を含む明褐色７�５��
５／６

褐色１０��４
／４

ナデ削り／ナ
デ

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��５６４７３

�－６類厚 み０�６
�

良好１�５�以下の明褐色・淡黄・半透明粒子
を含む

橙色７�５��６
�６

橙色７�５��６
�６

ナ デ�指
頭痕

ナデ－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��５６４７４

�－１０類厚 み０�６
�

良好３�大の白色粒子２個・０�５�以下の赤
褐色粒子を含む

橙色７�５��６
／６

明褐色７�５��
５／６

ナデ��縄文／
ナデ

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��５６４７５

�－１０類厚 み０�７
�

良好３�大の不透明粒子・０�５�以下の赤褐
色粒子を含む

橙色７�５��６
／６

明黄褐色
１０��６／６

ナデ��縄文－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６２４７６

�－６類厚み０�６５
�

良好１�５�以下の灰色・褐色・淡黄粒子を含む明赤褐色５
��５／６

明赤褐色５
��５／６

ナデナデ－－－－頸部付
近�

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��５６４７７

�－８類厚 み０�６
�

良好２�５�大の褐色粒子１つ暗褐色１０��
３／３

にぶい黄褐
色１０��６ ／
４

ナデ��縄文／
半截竹管
文

－－－－頸部付
近�

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��５６４７８

�－６類厚み０�７５
��外 面
スス付着

良好３�以下の白色・赤褐色・半透明粒子
を含む

明赤褐色５
��５／６

明赤褐色５
��５／６

ナデ貝殻条痕
文�ナデ

－－－－胴部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��５６４７９

�－５類厚み０�６５
�

良好２�以下の黄橙色・浅黄橙色、１�以下
の灰白色粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい褐色
７�５��５ ／
４・灰 褐 色
７�５��４ ／
２

��縄文／
ナデ

ナ デ�刻
み 目�刺
突文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６３４８７

�－５類厚 み０�５
�

良好微細な無色透明黒色光沢粒子・０�５�以
下の白色・灰色粒子を含む

黒色１０��３
／２

褐色７�５��４
／３

ナデ刻み目／
ナデ／沈
線

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６３４８８

�－１０類厚み０�６５
�

良好５�以下の白褐色粒子、３�以下の茶
褐色粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい黄橙
色１０��５ ／
４

ナデナデ／��
縄文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６３４８９

�－４類厚 み０�６
�

良好２�５�以下の灰白色・にぶい黄橙色粒子
を含む

黒色１０��３
／２

黒色１０��３
／２

ナデ／指
頭痕／板
状工具に
よるナデ

面取り／
ナ デ�刻
み目／ヘ
ラ描き条
線文

－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６３４９０

�－５類厚み０�５５
�

良好５�以下の白褐色粒子・３�以下の半
透明粒子を含む

橙色７�５��６
／６

にぶい橙色
７�５��６ ／
４

ナデナデ／貼
り付け突
帯

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６３４９１

�－４類厚み０�５５
�

良好１�５�以下の黒色光沢粒子、１�以下の
淡黄・灰白色粒子を含む

黒色１０��３
／２

褐色１０��４
／４

ナデ刻み／ナ
デ／ヘラ
描き条線
文・沈線文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６３４９２

�－９類厚み０�６５
�

良好４�以下のにぶい黄橙色粒子・２�以
下の灰黄色の粒子・１�以下の灰白色
粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��５ ／
３

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデ指 頭 痕�
ナ デ�ヘ
ラ描き条
線文

－－－－底部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６３４９３

�－４類厚 み０�５
�

良好１�以下の無色・黒色光沢粒子、０�５�
以下淡黄粒子を含む

赤褐色５��
６／６

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデヘラ描き
条線文

－－－－頸部付
近�

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��６３４９４
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第５７表　縄文土器観察表


分類備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（cm）

部位器種種別出土地
点

出土地
点

図面番
号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

�－２類厚 み０�６
�

良好４�以下の黄褐色粒子・３�以下の灰
褐色粒子を含む

にぶい橙色
７�５��６ ／
４

明赤褐色５
��５／６

刻み目／
ナデ

ナデ／刻
み目突帯

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６４５０１

�－９類厚み０�５５
�

良好２�以下の白褐色粒子・２�以下の黄
褐色粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��５ ／
３

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデヘラ描き
沈線文／
半截竹管
文

－－－－頸部－縄文
土器

覆土��６４５０２

�－２類厚み０�６５
�

良好１�以下の黒色光沢粒子・微細な白・
半透明粒子を含む

明褐色７�５��
５／６

明褐色７�５��
５／６

��縄文／
指頭痕

ナデ／貼
付け突帯
後刻み目
／��縄文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６５５０９

�－５類厚 み０�７
�

良好２�以下の黄褐色粒子・２�以下の茶
褐色粒子を含む

褐色７�５��４
／３

褐色７�５��４
／６

ナデ／爪
形圧痕

刺突文／
ナデ／縄
文施文�

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６５５１０

�－１０類厚 み０�６
�

良好１�以下の灰白色・透明粒子を含む褐色７�５��４
／３

灰褐色７�５��
４／２

ナデナデ／面
取り／縄
文施文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６５５１１

�－１０類厚み０�９５
��外 面
スス付着

良好３�以下の黒色光沢粒子を含む褐色７�５��４
／３

黒褐色７�５��
３／２

ナデ／指
頭痕

面取り／
縄文施文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６５５１２

�－１０類厚 み０�８
�

良好１�以下の褐色・灰褐色粒子を含むにぶい黄橙
色１０��６ ／
４

橙色５��６
／６

ナデ縄文施文－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６５５１３

�－４類厚み０�９５
�

良好５�以下の白褐色粒子・５�以下の乳
褐色粒子を含む

にぶい黄褐
色１０��５ ／
４

にぶい黄褐
色１０��５ ／
３

ナデ縄文施文
／隆帯文

－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６５５１４

�－４類厚 み１�１
�

良好６�以下の乳褐色粒子・６�以下の白
色半透明粒子・３�以下の赤褐色粒子
を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデ隆帯文－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６５５１５

－最 大 長
３�５／ 最
大 幅５�３
／最大厚
０�９／ 重
量１８�６

良好１０�以下の灰褐色・５�以下の茶褐色
粒子を含む

褐色７�５��４
／４

明褐色７�５��
５／６

ナデナデ－－－－－－土器
片加
工円
盤

覆土��６５５１６

�－４類厚 み０�９
�

良好１０�以下の灰白色粒子・１０�以下の茶
褐色粒子・２�以下の黒色光沢粒子を
含む

にぶい赤褐
色５��４／
４

にぶい赤褐
色５��４／
４

ナデ面取り／
刻み目／
貝殻条痕
文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６５５１７

�－４類厚 み０�８
����６５
＋��５７
（接合関
係）

良好１０�以下の灰褐色・５�以下の茶褐色
粒子を含む

赤褐色５��
４／６

明赤褐色５
��５／６

ナデ貝殻条痕
文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６５５１８

�－６類厚 み０�８
�

良好１�以下の白色粒子・１�以下の半透
明粒子を含む１�大の白色半透明粒子
を多く含む

灰黄褐色
１０��４／２

にぶい黄色
２�５��６ ／
３

ナデ／指
圧痕

貼り付け
突帯／半
截竹管文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６５５１９

�－６類厚み０�７２
�

良好２～３�以下の褐色粒子・１�以下の
褐色・灰褐色粒子を含む

褐色７�５��４
／４

明褐色７�５��
５／６

ナデナデ６�２－－１２�１底部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��６５５２０

�－６類厚 み０�７
��外 面
スス付着
���６５＋
��５８（接
合関係）

良好３�以下のにぶい黄橙色粒子・１�以
下の浅黄橙色粒子を含む

明黄褐色
１０��６／６

灰黄色２�５��
６／２

ナデ／指
頭痕

ナデ７�０－－－底部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��６５５２１

�－６類厚 み０�７
�

良好１�以下の黒色光沢粒子を含む明褐色７�５��
５／６

褐色７�５��４
／３

ナデ��縄文／
半截竹管
文／ナデ

－－－－頚部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６６５２６

�－３類厚み０�９５良好３�大の茶褐色粒子・微細で透明褐色
光沢粒子を含む

にぶい黄褐
色１０��５ ／
４

にぶい黄褐
色１０��５ ／
４

ナデ貼り付け
突帯／縄
文

－－－－口縁部
～頸部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６６５２７

�－４類厚 み０�６
��外 面
スス付着

良好３�５�以下の灰白色・褐色粒子を含むにぶい黄褐
色１０��５ ／
４

灰黄褐色
１０��４／２

ナデヘラ描き
沈線文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６９５２８

�－１類厚み０�８５
�

良好３�以下の褐色、灰白色粒子を含む褐色７�５��４
／４

灰黄褐色
１０��４／２

ナデ刻み目／
ナデ

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６９５２９

�－４類厚 み０�８
�

良好１�以下の褐色、灰白色粒子を含むにぶい褐色
７�５��５／４

橙色５��６
／６

ナデナデ／ヘ
ラ描き条
線文

－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６９５３０

�－１０類厚み０�５５
�

良好２�５�以下の灰白。褐色粒子・２�以下
の半透明粒子・１�以下の金色光沢粒
子を少し含む

黄灰色２�５��
５／３

黄灰色２�５��
５／３

ナデ縄文施文－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６５５３１

�－４類厚 み０�６
��外 面
スス付着

良好３�以下の灰白色・褐色粒子を多く含
む・５�大・９�大�褐色粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデヘラ描き
沈線文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６９５３２

�－４類厚 み０�８
�

良好４�以下の灰白・褐色粒子を多く含む褐色７�５��４
／４

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデヘラ描き
沈線文

－－－－頚部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６９５３３

�－２類厚 み０�８
�

良好１�以下の灰白、透明、黒色光沢粒子
を含む

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

灰黄褐色
１０��４／２

貝殻条痕
文

ナデ／貼
付隆帯文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６９５３４

�－２類厚 み０�９
�

良好２�以下の灰白、褐色粒子、透明、黒色
光沢粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

灰黄褐色
１０��４／２

ナデナデ／貼
付け隆帯
文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６９５３５

�－２類厚 み１�０
�

良好７�以下の半透明・灰白色粒子・１�
以下の黒色光沢粒子・灰白色粒子を含
む

黄褐色２�５��
５／３

にぶい黄色
１０��６／４

円形刺突
門／ケズ
リ状ナデ

貼付け隆
帯文／爪
形押圧／
撚糸文�

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��７０５３９

�－１０類厚 み０�８
�

良好５�以下の褐灰色粒子・２�以下のに
ぶい褐色粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

灰褐色７�５��
４／２

ナデ縄文施文－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��７０５４０
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第５８表　縄文土器観察表�

分類備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（cm）

部位器種種別出土地
点

出土地
点

図面番
号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

�－１０類厚 み０�７
�

良好２�以下の灰白色粒子を含む含む褐色７�５��４
／４

褐色７�５��４
／４

ナデ刻み目／
縄文施文

－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��９４５４６

�－１０類厚 み０�６
�

良好４�以下の灰白色・褐色粒子を含むにぶい黄褐
色１０��５ ／
４

灰黄色１０��
４／２

ナデナデ／縄
文施文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��９４５４７

�－１０類厚 み０�７
�

良好３�以下の灰褐色粒子・３�以下の灰
褐色粒子・３�以下の黄褐色粒子を含
む

褐色７�５��４
／６

褐色７�５��４
／６

ナデ��縄文�－－－－底部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��９４５４８

�－１類厚 み０�８
�

良好５�以下の黄褐色粒子・３�以下の灰
褐色粒子を含む

褐色７�５��４
／６

褐色７�５��４
／６

ナデナデ／隆
帯文／縄
文施文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��９４５４９

�－８類厚み０�６５
����９３
＋��９４
（接合関
係）

良好４�以下の半透明粒子・２�以下の灰
白・褐色粒子を含む

にぶい黄色
２�５��６ ／
３

にぶい黄褐
色１０��６ ／
３

ナデヘラ描き
沈線／半
截竹管文
／縄文施
文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��９３５５０

�－８類厚 み１�０
�

良好２�以下のにぶい橙色粒子・乳白色粒
子・褐色粒子を含む・１�以下の灰褐
色粒子を含む

にぶい黄褐
色１０��６ ／
３

にぶい黄褐
色１０��６ ／
３・灰黄褐色
１０��５／２

ナデナデ／半
截竹管文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１０
５

５５１

�－１０類厚 み０�９
�

良好３�以下の白色粒子・３�以下の橙色
粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��６ ／
３

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

ナデ��縄文－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１０
５

５５２

－最 大 長
３�２／ 最
大 幅２�６
／最大厚
０�７／ 重
量８

良好３�以下の灰褐色粒子・３�以下の灰
褐色粒子・３�以下の黄褐色粒子を含
む

褐色７�５��４
／６

褐色７�５��４
／６

ナデ��縄文�－－－－－－土器
片錘

覆土��１０
５

５５３

�－５類厚 み０�５
��赤 色
顔料付着

良好３�以下の淡黄色粒子・２�以下の灰
褐色粒子を含む

明赤褐色５
��５／６

明赤褐色５
��５／６

ナデ隆帯文／
ナデ

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１０
６

５５７

�－６類厚 み０�８
��外 面
スス付着
���１０６
＋
��１２０
（接合関
係）

良好５�以下の灰褐色粒子・５�以下の白
褐色粒子・１０ミリ以下の茶褐色粒子を
含む

赤褐色５��
４／６

赤褐色５��
４／６

ナデナデ－－－－底部付
近～胴
部

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１０
６

５５８

�－４類厚 み０�５
�

良好２�以下の茶褐色粒子を含むにぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデナデ／ヘ
ラ描き沈
線文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１２
０

５６１

�－７類厚み０�６５
��外 面
スス付着

良好２�以下の灰褐色粒子を含むにぶい褐色
７�５��５ ／
４

明赤褐色５
��５／６

刺突文縄文施文－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１２
０

５６２

�－４類厚み０�６５
�

良好３�以下の乳褐色粒子・３�以下の灰
褐色粒子を含む

灰黄褐色
１０��４／２

にぶい黄褐
色１０��５ ／
４

ナデ縄文施文
�半 截 竹
管文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１２
０

５６３

�－６類厚 み０�５
�

良好３�以下の白色粒子を含む含むにぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデ��縄文／
隆帯文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１２
０

５６４

�－６類厚 み０�７
��外 面
スス付着

良好３�以下の黒色粒子・２�以下の白色
粒子・３�以下の灰褐色粒子を含む

にぶい黄褐
色１０��５ ／
６

にぶい黄褐
色１０��５ ／
３

ナデ貝殻条痕
文�ナデ

７�１－－－底部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１２
０

５６５

�－１０類厚 み０�５
�

良好３�以下の灰白色粒子・４�以下のに
ぶい赤褐色粒子・０�５�以下の透明光沢
粒子を含む

灰褐色７�５��
４／２

にぶい褐色
７�５��５ ／
４・橙 ５��
６／６

ナデ縄文施文
／ナデ

－－－－波状口
縁部～
頸部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
１

５６９

�－２類厚み０�４５
�

良好４�以下の灰白色粒子・５�以下のに
ぶい赤褐色粒子を含む

灰黄褐色
１０��５／２

褐灰色１０��
４／１

横ナデ横ナデ／
縄文／刺
突文／隆
帯文

－－－－口縁部
～胴部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
１

５７０

�－５類厚 み０�８
�

良好２�５�以下の灰白色・橙色粒子・０�５�以
下の黒色光沢粒子を含む

にぶい黄褐
色１０��６ ／
３

灰黄褐色
１０��５／２

ナデナデ（隆帯
文）

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
１

５７１

�－１類厚み０�６５
��外 面
スス付着

良好３�以下のにぶい黄橙色粒子・２�以
下の灰白色粒子を含む

にぶい赤褐
色５��５／
４・灰 褐 色
７�５��４ ／
２

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデナ デ�隆
帯 文�刺
突 文�ヘ
ラ描き沈
線文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
１

５７２

�－５類厚 み０�７
�

良好２�５�以下の灰色・２�以下の灰白色・３
�以下の黒色光沢粒子を含む

褐色７�５��４
／４

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデナデ／連
続刺突文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
１

５７３

�－１類良好３�以下のにぶい黄橙色・２�以下の
灰白色粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５／

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデナデ／隆
帯 文�刺
突文／ヘ
ラ描き沈
線文

－－－－口縁部
～胴部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
１

５７４

�－９類厚 み０�４
�

良好３�以下の白褐色粒子を含む含むにぶい黄褐
色１０��５ ／
３

にぶい黄褐
色１０��５ ／
３

ナデヘラ描き
沈線文／
ナデ

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
６

５７６

�－３類厚 み０�６
�

良好１�以下の半透明光沢粒子・１�以下
の白褐色粒子を含む

黄灰色２�５��
４／１

にぶい黄色
２�５��６ ／
３

ナデ隆帯文／
ナデ

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
６

５７７

�－６類厚 み０�６
�

良好３�５�以下の灰白色粒子・３�以下のに
ぶい褐色・灰色粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい黄橙
色１０��６ ／
３・灰黄褐色
１０��４／２

ナデナデ４�８－－－底部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
６

５７８

�－８類厚み０�５５
�

良好１�以下の白色・半透明の粒子を含むにぶい黄褐
色１０��５ ／
３

にぶい黄褐
色１０��５ ／
３

ナデ縄文施文
�半 截 竹
管文

－－－－頚部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１１５９７
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第５９表　縄文土器観察表�

分類備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（cm）

部位器種種別出土地
点

出土地
点

図面番
号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

�－４類外面に植
物繊維付
着

良好５�以下の灰白色粒子を多く含む。６
�以下の赤褐色粒子を含む

橙色７�５��６
／６

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

横ナデ／
斜めナデ

縄文／隆
帯文／短
沈線

－－－３０�０液状口
縁部～
胴部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１１５９８

�－４類厚 み０�８
�

良好５�以下の灰白色粒子を多く含む。６
�以下の赤褐色粒子を含む

橙色７�５��６
／６

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

横ナデ／
斜めナデ

縄文／隆
帯文／短
沈線

－－－－液状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１１５９９

�－１０類厚 み０�７
�

良好２�５�以下の白色半透明粒子・１�以下
の灰白色粒子を多く含む

にぶい黄褐
色１０��６ ／
４

黄褐色１０��
５／６

ナデ��縄文－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１１６００

�－１０類厚み０�５５
��外 面
スス付着

良好１�以下の浅黄橙の粒子・１�以下の
灰白色粒子を含む

明黄褐色
１０��６／４

橙色５��６
／６

ナデナデ－－－－底部付
近

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１１６０１

�－６類厚み０�６５
�

良好１�～３�以下大の褐色・１�以下の
灰白色粒子を含む

褐灰色１０��
４／１

灰黄褐色
１０��６／２

横ナデ浅い斜め
方向の刻
み／ナデ

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��６２６０８

�－６類ー良好５�以下の灰白色・２�５�以下の黒褐色
粒子を含む６�以下の暗褐色・５�以
下の黄灰色粒子を含む

にぶい赤褐
色５��４／
４

にぶい赤褐
色５��５／
４

横ナデナデ／隆
帯文／ヘ
ラ描き沈
線文／隆
帯文

－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��６２６０９

�－３類厚 み０�８
�

良好１�以下の褐色、灰褐色粒子を含む明褐色７�５��
５／６

明褐色７�５��
５／６

貝殻条痕
文／ナデ

貝殻条痕
文／ナデ

－－－－頸部～
胴部

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��７９６２２

�類土器
か�

厚 み０�６
�

良好１�以下の橙色、褐色粒子を含む褐色７�５��４
／４

明褐色７�５��
５／６

ナデナデ６�８－－－底部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��７９６２３

�－５類厚 み０�７
�

良好１�５�の橙色・褐色粒子、１�５�の透明光
沢粒子を含む

褐色７�５��４
／５

黒褐色７�５��
３／３

ナデ／指
頭痕／貝
殻条痕文
／横ナデ

ナデ／沈
線文／貼
り付け突
帯文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��２６２４

�－２類厚 み０�７
�

良好３�以下の褐色粒子・１�５�のにぶい黄
橙色・灰黄褐色粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
３

にぶい褐色
７�５��５ ／
４・褐 灰 色
７�５��４／１

ナデヘラ描き
条線文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��２６２５

－最 大 長
���／ 最
大 幅３��
／最大厚
０�６�／重
量８��

３�以下の白色粒子を含むにぶい黄褐
色１０��６ ／
４

にぶい黄褐
色１０��５ ／
３

ナデ縄文施文－－－－－－縄文
片鐘

覆土��２６２６

�－１０類補修孔８
個

良好４�以下の灰白色・灰褐色・赤褐色粒
子・３�以下の黒色光沢粒子を含む

褐色７�５��４
／３

赤褐色５��
４／６・暗褐
色７�５��３
／３

横方向の
ナ デ�指
頭痕

��縄文－３３�０－－頸部～
底部

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��２６２７

�－１類０�７��外
面スス付
着

良好２�以下の茶褐色粒子・２�以下の灰
褐色粒子を含む

明赤褐色５
��５／６

褐色７�５��４
／３

ナデ面取り／
隆帯文／
ナデ

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��７６２８

－最 大 長
２�６／ 最
大 幅３�６
／最大厚
０�６／ 重
量８�１

良好１�以下の橙色、褐色粒子を含む褐灰色１０��
４／２

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

貝殻条痕
文

ナデ－－－－－－土器
片錘

覆土��７６２９

�－５類厚 み０�７
�

良好５�以下の黄褐色粒子・３�以下の白
色粒子・３�以下の茶褐色粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

灰黄褐色
１０��４／２

ナデヘラ描き
沈線文／
縄文施文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１４
０

６３８

�－９類厚 み０�８
��外 面
赤色顔料
付着

良好２�以下の灰白色・褐灰色・明褐色の
粒子を多く含む

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

灰黄褐色
１０��４／２

ナデヘラ工具
による連
続刺突文
／突帯文
／連続短
沈線文／
指頭痕

６�６２７�０２２�６２０�０口縁部
～底部

有文深
鉢

縄文
土器

床面��１４
０

６３９

�－２類厚み０�７５
��外 面
スス付着

良好３�以下の灰白色・２�以下の黒色光
沢粒子・１�５�以下の透明光沢粒子・１
�以下の赤褐色粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

にぶい橙色
７�５��６ ／
４

ナデ隆帯文／
縄文施文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６４１

�－３類厚 み０�８
�

良好５�以下の黄褐色粒子・３�以下の灰
褐色粒子を含む

灰黄褐色
１０��６／２

にぶい黄褐
色１０��５ ／
３

貝殻条痕
文

刻み目／
貝殻条痕
文

－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６４２

�－４類厚み０�８５
�

良好１�以下の淡黄橙色粒子を含む黒褐色１０��
３／１

黒褐色１０��
３／１

ナデ面取り�ナ
デ�半截竹
管文�貝殻
条痕文�ヘ
ラ 描 き 沈
線文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６４３

�－１０類厚 み０�８
�

良好２�以下の褐灰色・にぶい橙色粒子・
１�以下の灰白色粒子を含む

灰褐色７�５��
５／２

にぶい褐色
７�５��６ ／
３・黒 褐 色
７�５��４ ／
１

ナデ指頭痕／
縄文施文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６４４

�－８類厚 み０�６
�

良好４�以下の浅黄橙色粒子・３�以下の
灰白色粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��６ ／
３

にぶい黄橙
色１０��６ ／
３

ナ デ�指
頭痕

面取り�ナ
デ�縄文施
文�半截竹
管文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６４５

�－９類厚 み０�７
�

良好１�以下の灰白色・灰色・淡褐色粒子
を含む

明赤褐色５
��５／６

明赤褐色５
��５／６

ナデナ デ�貝
殻条痕文
�ヘ ラ 描
き沈線文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６４５

�－１０類厚み０�７５
�

良好５�以下の灰褐色粒子・２�以下の灰
白色粒子を含む

赤褐色５��
４／６

褐色７�５��４
／３・赤褐色
５��４／６

貝殻条痕
文

縄文施文
／ナデ

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６４６

�－９類厚 み０���
�

良好２�以下の褐灰色・にぶい橙色粒子を
含む

明赤褐色５
��５／６

明褐色５��
５／６

ナデ縄文施文
／ヘラ描
き沈線文

－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６４７

�－５類厚 み０�８
�

良好１�以下の灰黄褐色粒子・２�以下の
にぶい黄橙色粒子を含む

灰黄褐色
１０��４／２

黒褐色２�５��
３／１

ナデヘラ描き
沈線文

－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６４８

�－６類厚 み０�９
�

良好３�以下のにぶい橙色粒子・１�以下
の褐色・灰褐色粒子を含む

にぶい赤褐
色５��５／
３

にぶい赤褐
色５��５／
４

ナデ縄文施文－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６４９
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第６０表　縄文土器観察表


分類備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（cm）

部位器種種別出土
地点

出土
地点

図面
番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

�－５類厚 み����
�

良好８�以下の白白色粒子・１�以下の透
明光沢粒子・２�以下の灰色粒子を含
む

灰 色 ５�４
／１

にぶい黄橙
色����６ ／
４にぶい橙
�����６／４

ナデ連続刺突
文／ナデ

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６５０

�－５類厚 み���
�

良好３�以下の灰白色粒子を含む明黄褐色
����６／６

にぶい黄橙
色����６ ／
４

ナデナデ－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６５１

�－５類厚 み���
�

良好５�以下の白褐色粒子・５�以下の茶
褐色粒子を含む

にぶい黄橙
色����６ ／
３

灰黄色����
５／２

指頭痕ナデ－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６５２

�－８類厚 み���
�

良好����以下の黒褐色・にぶい黄橙色粒子
を含む

黒褐色����
４／２

にぶい黄褐
色����５ ／
３

ナデ刺突文／
��縄文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６５３

�－５類厚 み���
�

良好３�以上の褐灰色・灰白色粒子を含むにぶい赤褐
色５��５／
４

橙色�����６
／６

隆 帯 文�
縄文施文

隆帯文／
縄文施文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６５４

�－６類厚 み���
�

良好３�以下の灰色粒子を含む褐色�����４
／４

赤褐色５��
４／６

ナデナデ／粗
いナデ

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６５５

�－３類厚 み����
�

良好����以下の灰白色粒子・１�以下の黒
色光沢粒子・透明光沢粒子・����以下
の赤褐色粒子を含む

にぶい褐色
�����５／４

にぶい赤褐
色５��４／
４

縄文施文ナデ／隆
帯文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６５６

�－５類厚 み���
��外 面
赤色顔料
付着

良好２�以下の黒褐色粒子・２�以下の灰
褐色粒子を含む

にぶい赤褐
色５��５／
４

にぶい赤褐
色５��５／
４

ナデナデ－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６５７

�－５類厚 み���
�

良好����以下の褐灰色・にぶい褐色・黒褐
色粒子を含む

にぶい橙色
�����６／４

にぶい橙色
������７ ／
４ 褐 灰 色
�����５／１

ナデヘラ描き
沈線文／
ナデ

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６５８

�－６類厚 み���
�

良好２�大の淡褐色・１�以下の淡橙色粒
子、１�大の黒色光沢粒子を含む

にぶい黄橙
色����６ ／
４

黒褐色����
３／１

ナデ縄文施文－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６５９

�－８類厚 み１�２
�

良好２�以下の灰白色粒子・１�５�以下の明
赤橙色・にぶい橙色・褐色粒子を含む

明褐色７�５��
５／６

褐色７�５��４
／３

ナデ縄文／ヘ
ラ描き沈
線文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６６０

�－２類厚み０�７５
��外 面
スス付着

良好２�５�以下の灰白色粒子・５�以下のに
ぶい褐色・２�以下の褐色粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
４・黒 褐 色
１０��３・１

にぶい褐色
７�５��６ ／
４・黒 褐 色
１０��３／１

ナデ縄文／ナ
デ／隆帯
文／刺突
文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６６１

�－２類厚 み０�９
�

良好３�以下の黒色、１�５�以下の灰白色、
１�以下の透明、黒色光沢粒子

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

にぶい黄橙
色１０��６ ／
３

貝殻条痕
文

貼付け隆
帯文／ナ
デ

－－－－頚部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６６２

�－８類厚 み０�９
�

良好３�以下の白褐色粒子・３�以下の黄
褐色粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい赤褐
色５��４／
４

ナデ／貝
殻条痕文

ナデ／沈
線文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６６３

�－８類厚 み０�８
�

良好４�５�以下の灰白色粒子・３�５�以下の浅
黄橙色粒子を含む

橙色７�５７／６橙色７�５７／６ナデ��縄 文�
ヘラ描き
沈線文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６６４

�－９類厚み０�６５
�

良好２�以下の灰褐色粒子を含む灰褐色７�５��
４／２

褐色７�５��４
／３

ナデ縄文施文
／ヘラ描
き沈線文
／ナデ

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６６５

�－１類厚 み１�０
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好２�以下の褐色粒子を含む黒褐色１０��
３／１

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

貝殻条痕
文

隆帯文／
貝殻条痕
文

－－－－頚部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６６６

�－１０類厚み０�７１
�

良好１０�以下の灰褐色粒子・３�以下の白
色粒子を含む茶褐色粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

灰褐色７�５��
４／２

ナデ縄文施文
／ナデ

６�８－－－胴部～
底部

有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６６７

�類土器
か�

厚み０�５６
�

良好２�以下の黒色光沢粒子・１�以下の
浅黄橙色粒子を含む

にぶい橙色
７�５��６ ／
４

にぶい褐色
７�５��６ ／
４

ナデナデ５�８－－－底部無文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��
層

６６８

－最 大 長
４�１５／最
大幅７�７５
／最大厚
１�７５／重
量１４�３

良好５�以下の黄褐色粒子・３�以下の灰
褐色粒子を含む

灰黄褐色
１０��６／２

にぶい黄褐
色１０��５ ／
３

ナデ隆帯文－－－－－－土器
片錘

包含
層

��
層

６６９

－最大長３
／最大幅
１�９５／最
大 厚０�７
／重量４

良好２�以下の白褐色粒子・２�以下の赤
茶色粒子を含む

灰黄褐色
１０��５／２

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

ナデ縄文施文－－－－－－土器
片錘

包含
層

��
層

６７０

－最 大 長
４�２／ 最
大 幅３�２
／最大厚
０�７５／重
量８�８

良好５�以下の灰白色・茶褐色・褐色粒子・
微細な灰白色粒子・黒色光沢粒子を含
む

灰黄褐色
１０��５／２

にぶい黄褐
色１０��５ ／
４

ナデ刻み目－－－－－－土器
片錘

包含
層

��
層

６７１

－－良好２�以下の白褐色粒子・２�以下の赤
茶色粒子を含む

灰黄褐色
１０��５／２

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

貝殻条痕
文

ナデ－－－－－－土器
片加
工円
盤

包含
層

��
層

６７２



－２１７－

第６１表　縄文時代石器観察表�

石材
法量出土地点

器種種類図面番号
重量（g）最大厚（cm）最大幅（cm）最大長（cm）取り上げ番号出土遺構

ホルンフェルス２０２�１３�２５７�４０９�４５－覆土中��８剥片石器１３７

ホルンフェルス６２�７１�９９４�９０７�８５２３床面��８石錐石器１３８

ホルンフェルス３２�１１�６５３�９０６�１５－覆土中��８剥片石器１３９

ホルンフェルス３７�３１�３０４�８０７�５０－覆土中��８剥片石器１４０

ホルンフェルス１３２�７０�９８７�７８９�６０－覆土中��８スクレイパー石器１４１

頁岩７３�８０�９８７�３２８�５６８床面��８スクレイパー石器１４２

尾鈴酸性岩類４４２�９４�０４８�００９�１０５床面��８磨石石器１４３

尾鈴酸性岩類７０７�８５�０４１０�７８１０�６２７床面��８磨石石器１４４

尾鈴酸性岩類６８０�５５�８０１１�５５１０�２０１４床面��８石皿石器１４５

尾鈴酸性岩類４７４１�５１０�３０１５�２０１９�７０１７床面��８石皿石器１４６

砂岩３５�９１�０５４�９８４�６６４床面��８石錘石器１４７

尾鈴酸性岩類５３�０１�５４５�５０４�９５－覆土中��８石錘石器１４８

砂岩２７�２０�８０６�３６４�２７２柱穴内��８石錘石器１４９

砂岩５１�６１�００５�９０５�６０９床面��８石錘石器１５０

尾鈴酸性岩類１０３�５１�７５７�９０５�７５３床面��８石錘石器１５１

砂岩１１�３０�８２３�５６２�６６－覆土中��４１石錘石器１５３

砂岩９�６０�７８３�１０２�８５－覆土中��４１石錘石器１５４

ホルンフェルス９０�４２�００６�８０６�７０５覆土中��４１剥片石器１５５

ホルンフェルス６９�０１�６０７�９０５�５０－覆土中��４１剥片石器１５６

砂岩１８３�３３�５０５�３０６�７０－覆土中��４１敲石石器１５７

砂岩３８００�０８�９８２３�２５１８�７０２４床面��８台石石器１５８

ホルンフェルス１３１�２１�８０６�３０９�３５－覆土中��４１打製石斧石器１５９

ホルンフェルス２２１�０３�００１０�５０１０�００－覆土中��４１剥片石器１６０

ホルンフェルス７０�７２�２０９�８２５�２０－覆土中��４１石匙石器１６１

ホルンフェルス２６�５３�６３７�８１１２�８４１０覆土中��２１剥片石器１８０

ホルンフェルス３２�０１�９０４�１０６�１０－覆土中��２１スクレイパー石器１８１

黒曜石０�３０�３０１�３０１�５０－覆土中��２２石鏃石器１８３

ホルンフェルス８９�６２�５０７�２３７�７１４７床面��２２剥片石器１８４

尾鈴酸性岩類１３�００�８５３�３１３�０８－覆土中��２２石錘石器１８５

ホルンフェルス４５�７１�４０５�９５４�４０－覆土中��２２石錘石器１８６

尾鈴酸性岩類３４�２１�３０４�１１５�１４－覆土中��２２石錘石器１８７

尾鈴酸性岩類５６�７１�４０４�９６６�０４－覆土中��２２石錘石器１８８

ホルンフェルス２４２�９３�１２６�８５１０�３３４３床面��８２打製石斧石器１９０

ホルンフェルス１３０�９２�５５６�２０７�９０９３床面��８２剥片石器１９１

ホルンフェルス２７１�０３�１０８�５５８�３０２５覆土中��８２二次加工剥片石器１９２

ホルンフェルス８６�０１�４０７�１０１０�５０４２床面��８２剥片石器１９３

砂岩１９４�７３�２０５�５２７�３５２２床面��８２磨石石器１９４

砂岩１１７�６３�５５３�９５６�２２３９床面��８２敲石石器１９５

砂岩１６４�４２�９８５�０８７�４０６４床面��８２敲石石器１９６

ホルンフェルス４８�５１�２０６�５３４�９６１６床面��８２石錘石器１９７

ホルンフェルス３８�４０�７４５�７０６�１０２６床面��８２石錘石器１９８

尾鈴酸性岩類１４１�２２�０４７�３５６�３４４５床面��８２石錘石器１９９

砂岩１４３�３２�４０６�９２６�３５１８床面��８２石錘石器２００

ホルンフェルス２６２�０４�００７�６８７�６０１２床面��８３石核石器２０７

ホルンフェルス１９７�１３�１４６�５９８�５２１２１床面��８３石核石器２０８

ホルンフェルス７９�７１�５０６�６８６�６０８５床面��８３剥片石器２０９

ホルンフェルス１９�３１�２５５�９０４�４５１１９床面��８３剥片石器２１０

ホルンフェルス４８�８１�２０６�００８�５７７５床面��８３剥片石器２１１

ホルンフェルス１４４�８２�８２６�９４９�４０１１床面��８３剥片石器２１２

ホルンフェルス６３�４１�８５６�７０６�４５２床面��８３剥片石器２１３

ホルンフェルス１１０�２１�９５８�１４６�７１９２床面��８３剥片石器２１４
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第６２表　縄文時代石器観察表�

石材
法量出土地点

器種種類図面番号
重量（g）最大厚（cm）最大幅（cm）最大長（cm）取り上げ番号出土遺構

砂岩１１７�８３�６５５�３５６�６５８８柱穴内��８３敲石石器２１５

砂岩１９０�１３�００５�５３７�１０１０２床面��８３敲石石器２１６

尾鈴酸性岩類５６９�８５�１２８�４９８�６０８７床面��８３磨石石器２１７

砂岩２５１�７３�６８５�６５９�００９８床面��８３磨石石器２１８

尾鈴酸性岩類６００�０５�３４８�４６９�３５１０６床面��８３磨石石器２１９

ホルンフェルス９�００�６８３�１０３�２０１１７床面��８３石錘石器２２０

砂岩７４�５１�５０５�８５５�４０１０６床面��８３石錘石器２２１

尾鈴酸性岩類２３�８１�００４�４５３�９０７６床面��８３石錘石器２２２

砂岩４５�６１�０７５�５５５�６５８１床面��８３石錘石器２２３

尾鈴酸性岩類９８００�０１１�４８２２�７８２５�５０３４床面��８３石皿石器２２４

砂岩１０１�５１�３８７�５０６�８７１０７床面��８３石錘石器２２５

ホルンフェルス２２８�１２�２０９�２２８�５４１１５床面��８３石錘石器２２６

砂岩２０７�２２�１５８�６０７�６３６床面��８３石錘石器２２７

ホルンフェルス６８４�０４�６０１１�００１２�６０－遺構検出面��２２・８３・８８スクレイパー石器２３６

ホルンフェルス１１５�９２�４５５�９０８�０５－遺構検出面��２２・８３・８６石錐石器２３７

ホルンフェルス２３６�２２�６０６�３０１１�８０－遺構検出面��２２・８３・８７打製石斧石器２３８

ホルンフェルス４５�０１�２５３�９０１０�２０－遺構検出面��２２・８３・８４二次加工剥片石器２３９

砂岩６７�８１�０５５�０７１１�５０－遺構検出面��２２・８３・８５二次加工剥片石器２４０

砂岩１８６�９１�３０１０�１０１３�５０－遺構検出面��２２・８３・８３剥片石器２４１

尾鈴酸性岩類３６�８０�９５４�７５４�２５－遺構検出面��２２・８３・８９石錘石器２４２

ホルンフェルス５４�００�８０６�０５１０�０５－覆土中��８０石匙石器２４９

ホルンフェルス７２�３１�６９５�５０８�２２－覆土中��８０石錐石器２５０

ホルンフェルス６３８�１４�９０１１�３０１２�５０８覆土中��８０スクレイパー石器２５１

ホルンフェルス１２５�４２�１０６�００８�６０－覆土中��８１打製石斧石器２５８

ホルンフェルス１１３�３１�７０１１�１０７�２５－覆土中��８１スクレイパー石器２５９

ホルンフェルス３６�４１�４０６�４０５�７０－覆土中��８１剥片石器２６０

ホルンフェルス６３�１１�５０８�５０６�０５１４床面��８１剥片石器２６１

ホルンフェルス４２�２１�５０４�２５７�５０－覆土中��８１剥片石器２６２

ホルンフェルス２１６４�６９�６４１０�９８１６�２１６床面��８１石核石器２６３

ホルンフェルス４８�２１�８５６�３０５�７０－覆土中��８１剥片石器２６５

ホルンフェルス５４�７２�１０４�１０９�５５－覆土中��８１石錐石器２６６

ホルンフェルス１０�４０�３１２�８４�８－床面��８１石錐石器２６7

黒曜石１３�２８�５０５�６５３�９７－覆土中��８１石匙石器２６８

砂岩７６�０２�４５３�００６�２５－覆土中��８１敲石石器２６９

ホルンフェルス８４�４１�２３６�２０５�２５２０床面��８１石錘石器２７０

砂岩１１�８０�５８５�０５３�９５－覆土中��８１石製垂飾石器２７１

チャート３０�１０�９８６�６０５�８７－柱穴内��１２石匙石器２９０

尾鈴酸性岩類４２�２１�９１５�２８４�２３－覆土中��１石錘石器２９２

砂岩１９０�１３�１３５�４０７�２９－覆土中��１敲石石器２９３

尾鈴酸性岩類３５１５�９６�６０１６�７５２０�５５５床面��１石皿石器２９４

尾鈴酸性岩類６６００�０８�４９２３�１８２８�６０１９床面��１石皿石器２９５

チャート３�５０�５０３�０２２�６５－覆土中��２２石匙石器３０７

尾鈴酸性岩類３２�０１�４０４�３０４�１０－覆土中��２２石錘石器３０８

ホルンフェルス３３４�２３�３０１０�２０１２�１５－覆土中��２２石核石器３０９

ホルンフェルス１５１�０３�４５６�３０８�０４１１覆土中��２２石核石器３１０

ホルンフェルス１８３�５２�２０６�１５９�８０１１覆土中��５８二次加工剥片石器３３３

砂岩１６�４０�７０３�８５４�１０－覆土中��５８石錘石器３３４

尾鈴酸性岩類８８�２１�５７６�５６６�１５１２覆土中��５８石錘石器３３５

ホルンフェルス３７�７１�５０７�４３４�９３９覆土中��６７スクレイパー石器３４０

尾鈴酸性岩類３６�５１�５０４�１５３�８９－覆土中��６７石錘石器３４１

ホルンフェルス７６�８２�３５５�８５８�１５－覆土中��６７打製石斧石器３４２

砂岩１４４�８３�６２４�８４６�５７４覆土中��６８敲石石器３４７

砂岩２１０�４４�１５６�１５５�６５１０覆土中��７７敲石石器３５２

ホルンフェルス７１�７１�９０７�８０７�３０１３覆土中��８１剥片石器３６４

ホルンフェルス２５５�１３�６３７�８１１２�８４１３覆土中��８１剥片石器３６５

頁岩１�００�５０１�４４２�４６１０覆土中��８１石鏃石器３６６

尾鈴酸性岩類２０�８０�９６４�２９３�５４１２覆土中��８１石錘石器３６７
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第６３表　縄文時代石器観察表�

石材
法量出土地点

器種種類図面番号
重量（g）最大厚（cm）最大幅（cm）最大長（cm）取り上げ番号出土遺構

ホルンフェルス３０�７１�１０５�２０４�３７８覆土中��８１石錘石器３６８

尾鈴酸性岩類３３１１�６５�６０１５�８０２７�３５９覆土中��８８台石石器３７４

砂岩２１１７�０８�４０１１�００１６�１０１０覆土中��８８台石石器３７５

尾鈴酸性岩類１７�５０�８３３�８０３�７２－覆土中��８８石錘石器３７６

ホルンフェルス８７�２１�８７８�１２６�１５２３覆土中��１１０剥片石器３８２

ホルンフェルス１４�３１�００３�００３�９０－覆土中��１１０掻器石器３８３

ホルンフェルス４８４�２３�２７１２�１０９�７５４覆土中��１１０石核石器３８４

ホルンフェルス３０１�８３�９０１０�３０８�７０３６覆土中��１１０石核石器３８５

ホルンフェルス３９�１１�３０６�２０７�４５１４覆土中��１１０剥片石器３８６

ホルンフェルス４５�２１�３３５�７９５�１７２１覆土中��１１０石錘石器３８７

砂岩２０８�２１�９９１０�９３５�７０１９覆土中��１１０石錘石器３８８

砂岩６０６�６４�３４５�６８１５�７４－覆土中��１２９敲石石器３８９

尾鈴酸性岩類２７�１１�０１５�０８３�６０１覆土中��１２９石錘石器３９０

ホルンフェルス４７�１１�３６６�１２４�１９５覆土中��１２９石錘石器３９１

尾鈴酸性岩類６０�９１�６１５�８８４�６０４覆土中��１２９石錘石器３９２

チャート１�５０�５２２�５４１�７９３覆土中��１４２石匙石器３９５

ホルンフェルス１１５�０１�６０７�４３８�７８－覆土中��１４２剥片石器３９６

砂岩２２６�６４�３２５�０５７�２５－覆土中��１４２敲石石器３９７

砂岩１９３�０３�２１５�０７８�２８４覆土中��１４２磨石石器３９８

尾鈴酸性岩類４１４�３３�９３７�９４９�１９４覆土中��１６磨石石器４２４

砂岩２２１�５３�４２５�６８７�４３－覆土中��１６敲石石器４２５

ホルンフェルス７６�９２�２５４�１５８�００－覆土中��１６剥片石器４２６

黒曜石０�４０�３５１�３０１�９０－覆土中��２３石鏃石器４３１

尾鈴酸性岩類７２�１１�３５６�２２５�７６２覆土中��２３石錘石器４３２

尾鈴酸性岩類４８�５１�３０５�３３４�９７１覆土中��２３石錘石器４３３

ホルンフェルス２３�００�８０３�７９７�３３５覆土中��４２石匙石器４４０

ホルンフェルス６０９�９３�５５１２�２４１２�３３－覆土中��４２石核石器４４１

ホルンフェルス４９�８１�２５５�１０７�００２５覆土中��４２剥片石器４４２

ホルンフェルス５７�９１�８１５�９０５�６６－覆土中��４２剥片石器４４３

ホルンフェルス５２�０１�６３４�７８７�７２１覆土中��４２剥片石器４４４

ホルンフェルス１６�４１�００４�４９３�２０－覆土中��４２石錘石器４４５

砂岩１６２�４３�３９４�９０６�１８２覆土中��４３敲石石器４５３

砂岩１６５�２３�７２４�７５６�５９２５覆土中��４３敲石石器４５４

尾鈴酸性岩類９�７０�８９２�８８２�３５－覆土中��５２石錘石器４５６

尾鈴酸性岩類１３�２２�７０２�９５２�７０－覆土中��５２石錘石器４５７

砂岩１１�７０�９５３�１９２�９７－覆土中��５２石錘石器４５８

尾鈴酸性岩類１１�３０�８０３�１０３�０６－覆土中��５２石錘石器４５９

ホルンフェルス１２�４０�９１３�４７２�７０－覆土中��５２石錘石器４６０

尾鈴酸性岩類９�２０�７０３�４４２�４８－覆土中��５２石錘石器４６１

尾鈴酸性岩類１２�５０�８５３�６０２�６４－覆土中��５２石錘石器４６２

尾鈴酸性岩類１２�８１�０２３�６８２�３５－覆土中��５２石錘石器４６３

尾鈴酸性岩類９�３０�７２３�３９２�５０－覆土中��５２石錘石器４６４

砂岩１３�８１�４０１�７０４�００－覆土中��５２石錘石器４６５

ホルンフェルス１３�００�８１３�５４３�２３－覆土中��５２石錘石器４６６

砂岩１５�４０�９２３�６７３�０４－覆土中��５２石錘石器４６７

尾鈴酸性岩類１４�６０�７０３�９０２�９０－覆土中��５２石錘石器４６８

ホルンフェルス１１�３０�９０３�５５２�９０－覆土中��５２石錘石器４６９

尾鈴酸性岩類１６�７１�２３３�１１３�３０－覆土中��５２石錘石器４７０

尾鈴酸性岩類４５�０１�４８４�４０５�９７－覆土中��５２石錘石器４７１

ホルンフェルス１２１６�６７�３６９�９６１５�７０１２覆土中��５６石核石器４８０

頁岩１７９�１３�７０６�８０８�４０２４覆土中��５６石錐石器４８１

ホルンフェルス１４２�６２�３０６�９０９�３０４４覆土中��５６打製石斧石器４８２

ホルンフェルス９６３�２３�７０１２�２０１５�３０１覆土中��５６敲石石器４８３

尾鈴酸性岩類４８５�８３�９７８�６５１０�１４１９覆土中��５６磨石石器４８４

尾鈴酸性岩類８�７０�７５３�１８２�７７－覆土中��５６石錘石器４８５

砂岩１４�６２�８５４�０８２�８６３９覆土中��５６石錘石器４８６

砂岩１３２�２２�９９４�５２６�５５－覆土中��６３敲石石器４９５
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第６４表　縄文時代石器観察表�

石材
法量出土地点

器種種類図面番号
重量（g）最大厚（cm）最大幅（cm）最大長（cm）取り上げ番号出土遺構

ホルンフェルス２１０�１５�０６６�１７７�００－覆土中��６３石核石器４９６

ホルンフェルス２８�９０�９４５�３２４�０７－覆土中��６３石錘石器４９７

砂岩１８�００�８０４�１６３�６９－覆土中��６３石錘石器４９８

尾鈴酸性岩類３３�１１�０５４�９０４�３０－覆土中��６３石錘石器４９９

尾鈴酸性岩類４６�６１�２８５�０３４�８８－覆土中��６３石錘石器５００

尾鈴酸性岩類４１�７１�３０５�１８３�９０－覆土中��６４石錘石器５０３

尾鈴酸性岩類５０�１１�３５３�８９６�２８１５覆土中��６４石錘石器５０４

砂岩２８６�２４�３９５�４２７�３８４覆土中��６４敲石石器５０５

砂岩４７３�６４�００８�９８１０�３２－覆土中��６４敲石石器５０６

ホルンフェルス１２９�６１�８０７�４０９�３２２覆土中��６４剥片石器５０７

ホルンフェルス９７�５１�７２１１�２３４�９０８覆土中��６４スクレイパー石器５０８

砂岩１９１�７３�６２７�２５６�０５－覆土中��６５敲石石器５２２

尾鈴酸性岩類１８�１１�１９３�４０３�３０－覆土中��６５石錘石器５２３

尾鈴酸性岩類２５�２１�１７４�４５３�６０２８覆土中��６５石錘石器５２４

砂岩５５�２１�９５５�２２４�５９－覆土中��６５石錘石器５２５

ホルンフェルス６９５�２４�９７１０�５３１１�５７－覆土中��６９石核石器５３６

ホルンフェルス１５�５１�４０４�７０３�９０１１覆土中��６９スクレイパー石器５３７

ホルンフェルス９２�６２�０３５�８２７�８１１覆土中��６９剥片石器５３８

砂岩９０�６１�７９６�７４５�３３５覆土中��７０石錘石器５４１

砂岩３６６８�６６�８２１８�８２１９�３５５覆土中��７８石皿石器５４２

砂岩４９１�８５�４０７�５８８�６０７覆土中��７８敲石石器５４３

尾鈴酸性岩類３９�１１�２０４�０４５�３６８覆土中��７８石錘石器５４４

砂岩５２�４１�２４５�６０５�０７１０覆土中��７８石錘石器５４５

ホルンフェルス８６�６２�８８８�００４�８８－覆土中��１０５スクレイパー石器５５４

ホルンフェルス７０５�４６�６５８�４２１２�４０５覆土中��１０５石核石器５５５

尾鈴酸性岩類５０５�７４�７８８�１８８�６５７覆土中��１０５磨石石器５５６

ホルンフェルス２１４�５２�５０９�００１０�００６覆土中��１０６打製石斧石器５５９

ホルンフェルス２２２�２２�６０８�６０８�３０７覆土中��１０６スクレイパー石器５６０

ホルンフェルス７１�８１�２６６�８０６�２０２０覆土中��１２０石錘石器５６６

砂岩１０６�２３�２８３�３１５�６０１１覆土中��１２０敲石石器５６７

砂岩１９６�６３�７５４�９０７�８５２５覆土中��１２０敲石石器５６８

尾鈴酸性岩類７２９�３５�５０８�５２１０�３８６覆土中��１４１磨石石器５７５

ホルンフェルス５０�２１�８５５�９８５�６０－覆土中��１４６スクレイパー石器５７９

砂岩１３９�３２�４０３�２５１２�６０－覆土中��１４６敲石石器５８０

ホルンフェルス２５�０１�５０５�６０３�７０－覆土中��１４６使用痕剥片石器５８１

ホルンフェルス３１７�７３�５４７�００１２�５０－覆土中��１４６石核石器５８２

ホルンフェルス３１８�１２�９０１０�１０９�４０－覆土中��１４６石核石器５８３

ホルンフェルス１１０�１２�３０６�８５８�６７－覆土中��１４６剥片石器５８４

ホルンフェルス３４�２１�２５４�９５８�４０－覆土中��１４６使用痕剥片石器５８５

ホルンフェルス５０�３１�９０４�３０６�８５－覆土中��１４６剥片石器５８６

尾鈴酸性岩類１７�１０�９０４�００３�３８－覆土中��１４６石錘石器５８７

砂岩２０�３０�９８３�９３３�６０－覆土中��１４６石錘石器５８８

尾鈴酸性岩類３３�２１�６１４�３５３�１４－覆土中��１４６石錘石器５８９

ホルンフェルス２１�７１�０６４�８１３�５６－覆土中��１４６石錘石器５９０

砂岩２４�７１�００５�０２３�７０－覆土中��１４６石錘石器５９１

尾鈴酸性岩類２７�０１�０２４�５６３�９０－覆土中��１４６石錘石器５９２

砂岩２５�３０�８８４�８０４�１４－覆土中��１４６石錘石器５９３

尾鈴酸性岩類４４�９１�５６４�８６４�３０－覆土中��１４６石錘石器５９４

砂岩３５�４１�３７４�６０４�５０－覆土中��１４６石錘石器５９５

尾鈴酸性岩類５２�９１�５０４�９２５�１４－覆土中��１４６石錘石器５９６

砂岩３０４�８２�１４９�４５１０�３８３覆土中��１１スクレイパー石器６０２

ホルンフェルス１２４�８２�２８６�８２７�５８４覆土中��１１剥片石器６０３

ホルンフェルス９４�１２�５０４�８０８�００１９覆土中��１１石錐石器６０４

頁岩４２８�５３�９２８�４７１０�９５１８覆土中��１１スクレイパー石器６０５

尾鈴酸性岩類３７�５１�０６５�２６４�７５２８覆土中��１１石錘石器６０６

尾鈴酸性岩類８７００�０９�３０３３�２５２３�２０－覆土中��１１台石石器６０７

ホルンフェルス３９１�５２�５０１１�７０１２�９０１２覆土中��６２スクレイパー石器６１０
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第６５表　縄文時代石器観察表�

石材
法量出土地点

器種種類図面番号
重量（g）最大厚（cm）最大幅（cm）最大長（cm）取り上げ番号出土遺構

ホルンフェルス１３６�９１�９０６�５０１０�０５２０覆土中��６２剥片石器６１１

ホルンフェルス５６�１１�４０５�４５８�３０６覆土中��６２二次加工剥片石器６１２

ホルンフェルス２�４０�５０１�９０３�８５－覆土中��１４石錐石器６１３

頁岩１５�４１�１０３�５５３�４０２４覆土中��６２石錘石器６１４

砂岩２４�５１�１４４�３５３�７０１３覆土中��６２石錘石器６１５

尾鈴酸性岩類２５�５１�１１４�２８３�８０２６覆土中��６２石錘石器６１６

尾鈴酸性岩類３９�７１�４６４�６２４�８０－覆土中��６２石錘石器６１７

ホルンフェルス３０�２０�８９４�８０４�８０１８覆土中��６２石錘石器６１８

尾鈴酸性岩類４５�５４�８５４�９５４�８５１４覆土中��６２石錘石器６１９

砂岩５１�２１�２０６�０４５�２６－覆土中��６２石錘石器６２０

ホルンフェルス３４�２０�７１５�６６５�７３－覆土中��６２石錘石器６２１

ホルンフェルス１４０�１２�１０８�３７７�３０２覆土中��７石錘石器６３０

ホルンフェルス８４０�８５�５４９�３５１４�０４－覆土中��７石核石器６３１

尾鈴酸性岩類２６０００�０１４�９５３２�２３４３�５０１覆土中��７台石石器６３２

ホルンフェルス４５�１１�５４４�４２７�００８覆土中��５９剥片石器６３３

尾鈴酸性岩類１３７�５２�３９４�６５７�４０５覆土中��５９敲石石器６３４

ホルンフェルス２１０�９２�３９７�６０９�２７１０覆土中��５９石核石器６３５

ホルンフェルス１３３�４３�００６�３０６�５０１覆土中��１３２スクレイパー石器６３６

砂岩１５１７�２９�２０１１�６０１２�５０４覆土中��１３２台石石器６３７

砂岩１６５�４３�４０５�００６�１６－覆土中��１４０敲石石器６４０

黒曜石０�５０�２４１�４０１�８２１４２包含層中��層石鏃石器６７３

ホルンフェルス９６�１２�６５４�６０５�６０－包含層中��層磨製石斧石器６７４

尾鈴酸性岩類５�４０�７０３�８４２�８１３１０包含層中��層石匙石器６７５

チャート３０�１１�０９７�６７５�１４１２４９包含層中��層石匙石器６７６

チャート１０�１０�６７４�１２４�１７７４包含層中��層石匙石器６７７

ホルンフェルス１７７�０２�７０８�４０６�７０－包含層中��層スクレイパー石器６７８

ホルンフェルス１０１�８２�００７�２０６�４０－包含層中��層スクレイパー石器６７９

ホルンフェルス２１９�２１�５２９�２９９�６５２７６包含層中��層スクレイパー石器６８０

ホルンフェルス７８�７１�９３６�０２９�５１４７８包含層中��層スクレイパー石器６８１

ホルンフェルス２３�８１�０４４�００７�１０３７８包含層中��層石錐石器６８２

ホルンフェルス４７�２１�０９５�３３８�４３３０１包含層中��層石錐石器６８３

ホルンフェルス２０３�０２�１４８�０６１０�３２４３１包含層中��層剥片石器６８４

ホルンフェルス２５９�５２�７９７�７６１０�２３３６１包含層中��層剥片石器６８５

ホルンフェルス１１６�５２�０９５�４３８�２５５８６包含層中��層剥片石器６８６

黒曜石１６０�３２�９０７�０７９�６６５包含層中��層石核石器６８７

ホルンフェルス５０９�６５�８５８�５０１０�２０－包含層中��層石核石器６８８

ホルンフェルス９２４�２７�３０１１�２４１３�１８－包含層中��層石核石器６８９

ホルンフェルス７４５�８４�５０１０�６５１３�２０－包含層中��層石核石器６９０

尾鈴酸性岩類１６�１１�０４３�７０２�９４９０包含層中��層石錘石器６９１

ホルンフェルス２０�２１�２０３�６１３�１８４４３包含層中��層石錘石器６９２

砂岩９�７０�５４３�１８３�４４４２６包含層中��層石錘石器６９３

砂岩２９�７１�１５４�７４４�００５０３包含層中��層石錘石器６９４

ホルンフェルス３０�８１�１０４�０４５�４７４７０包含層中��層石錘石器６９５

ホルンフェルス２２�１０�９８５�０６３�３１４８４包含層中��層石錘石器６９６

砂岩４５�７１�４０５�５３４�２０４５２包含層中��層石錘石器６９７

ホルンフェルス３６�６１�２３１３�４５３�４７２１６包含層中��層石錘石器６９８

砂岩５５�７１�１６６�０２５�８２４２６包含層中��層石錘石器６９９

ホルンフェルス４２�３０�８６６�５６５�６０４９１包含層中��層石錘石器７００

ホルンフェルス６７�４１�４９６�３１５�８６４４７包含層中��層石錘石器７０１

砂岩５７�２１�４０７�００４�９０４６７包含層中��層石錘石器７０２

砂岩１０２�３１�８１７�３０����４８２包含層中��層石錘石器７０３

砂岩１３２�５２�１６６�６５����５１１包含層中��層石錘石器７０４

ホルンフェルス１１３�８１�６３８�０８����４１７包含層中��層石錘石器７０５

砂岩１９７�７１�８０９�５９８�２２３８４包含層中��層石錘石器７０６

ホルンフェルス１６０�２３�４２３�４８９�４５２８０包含層中��層敲石石器７０７

砂岩５８�６１�５０１�８５１０�９８１３８包含層中��層敲石石器７０８

ホルンフェルス１３�０�０�５５２�９５５�４０－包含層中��層石製垂飾石器７０９

砂岩２１３８�０７�３０１０�６５１７�４０１３７２包含層中��層台石石器７１０

砂岩９８０�１�７�５７８�６４１２�２８－包含層中��層敲石石器７１１

尾鈴酸性岩類６２００�０�７�０３２３�１８２３�５１－包含層中��層石皿石器７１２



－２２２－

第６節　縄文時代後・晩期の遺構と遺物

１　概要

　縄文時代後期および晩期の遺構や遺物は、主にＡ調

査区で検出された。

　遺構は、土坑２基（ＳＣ１、１２６）と陥し穴状遺構３

基（ＳＷ１～３）である。

　遺物は、三万田式土器や孔列文土器や後・晩期の粗

製深鉢、打製石斧や磨石、敲石、台石等の石器類が挙

げられる。

　縄文時代中期の遺構や遺物の多さに比して極端に少

なく、生活痕跡の気薄さを物語る。

　なお、孔列文土器主体とする縄文時代晩期の遺物包

含層（第�ａ層）は、牛牧１号墳（ＳＮ１）旧表土層

でその存在を辛うじて確認できたのみで、既に大半を

削平され遺存していなかった。

２　遺物の分類

　本遺跡で出土した縄文時代後・晩期に属すると考え

られる土器は、大きく３ないし４分類される。

　��類土器

　　…口縁部内面に沈線を有する。口縁部は緩やかに

外反する器形をなす。胴部は大きく張り出す。

　　　工具等で、内外面とも丁寧にナデ調整を施され

る。縄文時代後期後半前後の三万田式併行の土器

と考えられる。

　　　なお、口縁部内面に沈線を有さないが、�類土

器と同様な器形や調整を有すタイプも含めた。

　�
類土器

　　…内外面は貝殻条痕文調整で緩やかな、「くの字」

口縁をなすもの。平口縁と波状口縁がある。

　　　�類土器より器壁が厚く、貝殻条痕文の調整が

粗雑であるものをさす。縄文時代後期の粗製深鉢

と考えられる。

　��類土器

　　…口縁部外面に未貫通の連続刺突を施す深鉢の一

群で孔列文土器と呼ばれる。

　　　竹管状工具によって刺突が施され、口縁部内面

にコブ状の突出がみられる。

　　　ここでは、口縁部に幅広の突帯を貼り付けた　

　土器と、孔列文土器に伴うと考えられる浅鉢

も含めた。

　���類土器

…縄文時代後・晩期底部を一括した。平底主体

で、底部端部が著しく外へ張り出すタイプも含

めた。また、底部に編み物圧痕を有する場合も

認められる。

　なお、�類土器の底部と明確に区別し難い場

合もあった。

３　土坑

ＳＣ１ＳＣ１（第１８６～１８８図）

　Ｇ１８グリットで検出された土坑である。周辺は土坑

の空白域となり、点的なあり方を示す。　

　平面形は隅丸方形で、大きさは長辺１.８ｍ、短辺１.２ｍ

を測る。検出面からの深さは０.５５ｍである。

　覆土は、黒色土系で縄文時代中期の遺構埋土より黒

味が強いが、粘性の弱い傾向を示す。

　ちなみに、古墳時代～古代の遺構埋土は、ＳＣ１埋

土よりは黄みがあり、粘性や土のしまりは弱い土質を

示している。

　ＳＣ１の覆土は都合５層に分層されたが、基本的に

同一系統の黒色土でしまりや粘性、遺物包含の有無の

観点で細分した。土坑の長辺部分は樹痕による攪乱が

著しい。

　覆土中より縄文土器深鉢２個体分がした。�類土器

で精製土器と粗製土器である。床面より浮いた位置で

横位の状態で検出された。ともに底部を欠失してい

る。そのほかに
類土器と石錘が出土した。

　ＳＣ１は、出土遺物から三万田式土器に併行する時

期、縄文時代後期後半前後と考えられる。

ＳＣ１２９ＳＣ１２９（第１８９～１９０図）

　Ｅ２０グリットに位置し、縄文時代中期の竪穴住居跡

であるＳＡ８１を切る土坑である。

　平面プランは、長楕円形をなし、その大きさは長径

０.９ｍ、短径０.５ｍを測る。検出面からの深さは０.５ｍで

ある。縄文中期の土坑に比べて小さめである。

　覆土はＳＣ１と類似し、覆土中位からは、縄文土器

粗製深鉢（
類土器）破片が出土した。
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　ＳＣ１２６の時期は、出土遺物が粗製深鉢のみのため、

詳細に推定し得ないが、おそらく縄文後期後半から晩

期前半に所属すると考えられる。

　なお、ＳＡ８１とＳＣ１２６との前後関係は、ともに埋土

の土色や土質が異なる点、特にＳＡ８１の埋土は縄文中

期の埋土に類似することからＳＡ８１埋没後にＳＣ１２６

が掘り込まれたと解釈される。

４　陥し穴状遺構

【概要】

　土坑のなかでも底面に小ピットを有するものを陥し

穴状遺構（ＳＷ）とした。

　陥し穴状遺構は第�層上面で、合計３基検出され、こ

れらはＡ調査区南側の標高８７.７５ｍ～８８.２５ｍ付近にかけ

て、等高線と並行するよう列状に位置している。また、

３基とも長楕円形で主軸は等高線と直交している。

　覆土は黒色土を主体とし、掘り方壁面からの崩落土

が数層の間層となっている。

ＳＷ１ＳＷ１（第１９１～１９２図）

　Ｍ１４グリットに位置し、ＳＷ１検出面の東側をＳＤ

１に切られる。３基の陥し穴状遺構のうち、東端に位

置する。

　平面形は長楕円形で、その大きさは長径１.６ｍ前後、

短径０.９ｍ前後で検出面からの深さは１.６ｍを測る。一

方、底面のプランは長方形となり、一辺０.６５×０.３５ｍの

広さである。

　断面形は箱状で直掘りに近い。検出面付近は崩落に

よるものか、やや開き気味である。

　底面には直径３～５�、深さ１５～２０�前後の小穴が

一定の間隔を保って配置されている。　この底部ピッ

トは、いわゆる「逆茂木痕」であろう。なお、木質の

存在は認められない。

　覆土は黒色土主体で壁面の崩落土がブロック塊、間

層として堆積している。検出面近くでは地山ブロック

が掘り方内に向けて倒壊し痕跡が認められる。

　遺物は、覆土中より�・�・
類土器と磨石がわず

かに出土したのみである。

　遺構の時期は、
類土器前後の時期と考えられる。

ＳＷ２ＳＷ２（第１９３～１９４図）

　Ｆ２５グリットに位置し、３基の陥し穴状遺構のうち

第１８７図　ＳＣ１出土遺物実測図〔１〕（Ｓ＝１/３）第１８６図　ＳＣ１実測図（Ｓ＝１/４０）
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第１８９図　ＳＣ１２６実測図（Ｓ＝１/４０）
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ＳＷ１ 土層注記 
   １　 ： 黒褐色粘質土（７．５ＹＲ３/１） 
   ２　 ： 黒色粘質土（１０ＹＲ２/１） 
   ３ａ ： 黄褐色シルト（１０ＹＲ５/６） 
   ３ｂ ： ３ａより黒味が強い 
   ４　 ： 灰黄褐色粘質土（１０ＹＲ４/２） 
   ５　 ： 黒褐色粘質土（１０ＹＲ３/２） 
   ６　 ： 極暗褐色土（７．５ＹＲ２/３） 
   ７　 ： 褐灰色ブロック土（１０ＹＲ４/１） 
   ８　 ： 極暗褐色土ブロック土（７．５ＹＲ２/３） 
   ９　 ： 黒褐色土（２．５ＹＲ３/２） 
１０　 ： 黄灰色砂質土（２．５Ｙ４/１） 
１１　 ： 黒褐色土（１０ＹＲ３/１） 
１２　 ： 黄灰色粘質土（２．５Ｙ４/１） 
１３　 ： 褐色ブロック土（１０ＹＲ４/６） 
１４　 ： 黒色土（７．５Ｙ２/１） 
１５　 ： オリーブ黒色土（７．５Ｙ３/１） 
１６　 ： 黒褐色粘質土（１０ＹＲ３/２） 
１７　 ： 黒色土（７．５Ｙ２/１） 
　　  ＋オリーブ黒色土（７．５Ｙ３/１） 
１８　 ： 黄色土（２．５Ｙ７/８） 
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西端に位置する。　

　平面形は長楕円形で、長径１.５ｍ、短径０.９５ｍで検出

面からの深さは１.４５ｍを測る。底面のプランは隅丸長

方形で、長軸０.９５ｍ、短軸０.５ｍとなる。断面形は箱状

で直掘りに近い。

　検出面付近では、平面プランの長軸に直交するよう

に、浅い掘り込みが左右対称の位置に計４箇所確認で

きた。この縦長の浅い掘り込みはＳＷ１でもみられる。

　底面中央には、直径０.３ｍ大のピットの掘り込みがあ

り、さらに直径０.１ｍ大の小穴を２基穿たれていた。い

わゆる「逆茂木痕」跡であろうか。なお、木質の存在

は認められなかった。

　この底面から掘り込まれたピットの深さは約０.２５

ｍ前後で検出面からの深さは最大１.６ｍとなる。

　覆土は黒色土主体であり、部分的にＫ－Ａｈブロッ

クが混入していた。

第１９２図　ＳＷ１出土遺物実測図（Ｓ＝１/３）

第１９１図　ＳＷ１実測図（Ｓ＝１/４０）
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ＳＷ３ 土層注記 
   １ ： 黒褐色粘質土（７．５ＹＲ３/１）（樹痕か？） 
   ２ ： 黒色粘質土（１０ＹＲ２/１） 
   ３ ： 黒色粘質土（１０ＹＲ２/１）＋Ｋ-Ａｈブロック土 
   ４ ： 黒褐色粘質土（７．５ＹＲ３/１） 
   ５ ： 灰黄褐色粘質土（１０ＹＲ４/２） 
   ６ ： 黒色粘質土（１０ＹＲ７/１）（樹痕か？） 
   ７ ： 黒色粘質土（１０ＹＲ２/１） 
   ８ ： 黒褐色粘質土（１０ＹＲ３/１） 
   ９ ： 黒褐色粘質土（１０ＹＲ３/２） 
１０ ： 黄褐色シルト（１０ＹＲ５/６）（樹痕か？） 
１１ ： 黒褐色シルト（１０ＹＲ３/２） 
１２ ： 黒色シルト（１０ＹＲ２/１） 
１３ ： にぶい黄褐色シルト（１０ＹＲ５/３） 
１４ ： 黒褐色シルト（１０ＹＲ３/２）（樹痕か？） 
１５ ： 黒色シルト（１０ＹＲ２/１） 
１６ ： にぶい黄褐色シルト（１０ＹＲ５/３） 
１７ ： 灰黄褐色シルト（１０ＹＲ４/２） 
１８ ： 灰黄褐色シルト（１０ＹＲ５/２） 
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第１９５図　ＳＷ３実測図

　　　　（Ｓ＝１/４０）

　遺物は、縄文土器
類土器が１点出土している。

　遺構の時期は、時期推定の鍵となる遺物に乏しいた

め推定困難であるが、位置関係と覆土の状況からＳＷ

１と近接した時期と考えられる。

ＳＷ３ＳＷ３（第１９５図）

　Ｍ２４グリットに位置する。３基の陥し穴状遺構のう

ち中間地点に位置する。　

　平面形は、隅丸方形に近い長楕円形で、長径２.４ｍ、

短径１.８ｍで、検出面からの深さは１.４ｍを測る。底面

のプランは隅丸長方形で、長軸１.５ｍ、短軸０.８５ｍとな

る。断面形は逆台形状に近い。

　底面には直径３～５�、深さ５�前後の小穴が南北

側に偏っているが、等間隔の距離で配置されている。

第１９４図　ＳＷ２出土遺物実測図（Ｓ＝１/３）

第１９３図
ＳＷ２実測図
（Ｓ＝１/４０）
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この底部ピットも、いわゆる「逆茂木痕」であろう。た

だ、木質は認められない。

　覆土は黒色土主体で壁面の崩落土がブロック塊、間

層として堆積している。

　遺物は縄文土器の小破片がわずかに出土した。

遺構の時期は、遺物に乏しいため推定困難であるが、

位置関係と覆土の状況からＳＷ１と近接した時期と考

えられる。

５　縄文後・晩期遺物包含層（第�a層）の遺物

　縄文時代後・晩期に属する遺物包含層（第�ａ層）

の大半は既に失われており、牛牧１号墳（ＳＮ１）の

墳丘下旧表土層でのみ辛うじて遺存していた。

　この旧表土層では、
・�類土器（孔列文土器）と

打製石斧、剥片、磨石、敲石、台石や石皿など１５０点前

後が出土した。

　従って、このＳＮ１旧表土層については、
・�類

土器（孔列文土器）の時期に相当する遺物包含層と考

えられる。

　なお、遺物取り上げに際して、遺物ドット図を作成

したが、古墳築造時の攪乱といった影響を受けている

ことなど、遺物の出土状況からは、人間活動の復元に

寄与するような情報が引き出し得ないと判断されたの

で、本報告では図示しなかった。

　第１９６～１９７図は第�ａ層遺物包含層（
・�類土器）

の遺物実測図である。

　７２８は
類土器の粗製深鉢口縁部で、７２９は�類土器

である。７３０と７３１は浅鉢口縁部で、大きく外反するタ

イプと短く屈曲ものがある。�類土器の一群と考えら

れる。

　７３２と７３１は粗製深鉢の底部で、底面に編み物圧痕が

残る�類土器である。７２８～７３１の土器群とは、胎土や

調整手法がことなり時期差が認められる。　

　また、打製石斧は各種バラエティーに富んだタイプ

が出土している。７３５～７３９は有肩打製石斧の範疇と考

えられる。有肩打製石斧でも大きさの別と平面形態に

も違いが認められる。

６　小結

ａ）遺構と包含層の時期

　本遺跡では、縄文時代後・晩期の土坑２基と陥し穴

状遺構３基が検出された。

　牛牧１号墳（ＳＮ１）下面の第�ａ層は、概ね�類

土器（孔列文土器）を伴う時期の遺物包含層と考えら

れる。孔列文土器自体は、晩期中葉から晩期末の刻目

突帯文の時期までの存続幅が考えられている。

　陥し穴状遺構は、Ａ調査区以外では確認されておら

ず、少数の検出にとどまった。さらに、それぞれの陥

し穴状遺構の覆土は互いに近似しており、同時性が想

定される。

　陥し穴状遺構に近いＳＮ１墳丘下では縄文時代後・

晩期遺物包含層（�類土器：孔列文土器）が良好に遺

存していたことから、孔列文土器の時期を前後する時

期に掘削されたと考えられる。

　ただ、陥し穴状遺構の覆土中には孔列文土器以降の

遺物が認められないこと、覆土の特徴から、陥し穴状

遺構は、縄文時代中期後葉から孔列文土器の時期（晩

期前半）直前の時期と推定される。

ｂ）縄文時代後・晩期における下耳切第３遺跡

　本遺跡では、陥し穴状遺構以外の確実な後・晩期の

遺構は２基と少なく、圧倒的な縄文中期の遺構と遺物

とは開きがある。　

　また、ＳＣ１やＳＣ１２６及び牛牧１号墳（ＳＮ１）下

面の第�ａ層の時期はそれぞれ時期差を示しており、

縄文中期集落廃絶以後は、断続的な土地利用がなされ

たが、集落形成までは至らないと考えられる。

　この時期、周辺遺跡では、野首第２遺跡において縄

文時代後・晩期の大集落が形成されており、本遺跡周

辺は後背地、食料獲得のバックグラウンドとしての性

格を帯びていたと考えられる。

　なお、本遺跡に開析谷を挟んで北面する老瀬坂上第

３遺跡では、縄文時代後・晩期の土器や石器自体の出

土量は多いが遺構は検出されておらず、本遺跡と近い

性格付けが考えられる。

　本遺跡と老瀬坂上第３遺跡における、特に打製石

斧、有肩打製石斧の多さは印象的であり、縄文時代後・

晩期の遺構が皆無に近いことからも、縄文中期集落廃
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第１９６図　縄文時代後・晩期出土遺物実測図〔１〕（Ｓ＝２/３・１/３）
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第１９７図　縄文時代後・晩期出土遺物実測図〔２〕（Ｓ＝１/３・１/４）

758

0

757

0 10�

756

752
753

754

755

751750
749

748
747

741 742
743

744 745 746

10�

（１：３）

（１：４）



－２３０－

絶後は、植生回復にあわせて伐採地や根茎類食料採取

地または一次食料加工の場、さらには一時的居留地に

姿を変えていったと考えられる。

　陥し穴状遺構は、縄文中期集落廃絶後、草原に植生

が回復し、狩り場となった時期に掘削されたと考えら

れる。

附編　古墳時代遺構出土の縄文時代遺物
　　　（縄文時代中期～晩期）

　ここでは、牛牧１号墳（ＳＮ１）及び古墳時代竪穴

住居跡出土遺物のうち、縄文時代中期～後・晩期の土

器や石器を別途抽出して図化、掲載した。

　古墳時代竪穴住居遺物のうち、石器については、紙

数の関係上割愛した。

�牛牧１号墳（ＳＮ１）出土遺物（第１９８～１９９図）

　牛牧１号墳（ＳＮ１）盛土中や周溝覆土中より縄文

時代中期～後・晩期に属すると考えられる土器や石器

が多く得られた。

　これらの出土遺物は、縄文時代中期および後・晩期

の遺構や遺物包含層出土遺物を補完する関係にあると

判断された。

　そこで、可能な限り図化に努めたうえで、附編とし

て掲載することにした。

　なお、石器類として打製石斧や有肩打製石斧、スク

レイパー、磨石、敲石、石錘等が出土したが、打製石

斧と有肩打製石斧に注目して図化・掲載した。

　なお、墳丘盛土中出土遺物の存在は、古墳盛土を得

るために周溝掘削土以外にも古墳周辺の遺物包含層を

広範囲に破壊したことを示している。

　７５９は、�類土器（孔列文土器）の深鉢や浅鉢である。

７７０・７７１は��類土器であるが、�類土器に伴う底部

群と考えられる。

　打製石斧（７７３～７８６）は、ＳＮ１下面検出の第�ａ

層遺物包含層と類似した石器群である。概ね
・�類

土器に伴うと考えられる。７７８～７７６は有肩打製石斧と

呼称される一群である。大きさの大小や抉りの深浅や

位置、刃部の形状等、数種類に分類される。７８１は基部

端部に抉りが入れられている。

　また、７８８と７８９は著しい潰打痕を残す敲石である。

しかし、平面形状は石斧に類似するため、製作段階を

示す資料なのかもしれない。

　７９０は先端部を欠損しているが、石槍形尖頭器ない

し石鎌と考えられる。しかし、基部端部に抉りが入る

ので別器種の可能性もある。

　

�古墳時代～古代の竪穴住居跡出土遺物

　（２００～２０２図）

　古墳時代～古代に属する竪穴住居跡覆土ないし貼床

土中より、縄文時代中期～後・晩期に属すると考えら

れる土器や石器が多く得られた。

　このうち、文様や器形が判明する土器も少なからず

認められた。そこで、ＳＮ１出土資料と同様に、別途

図化掲載した。なお、石器については、紙数の関係上

割愛した。

�自然科学分析関連 

　ここでは、調査区及び古墳時代住居ＳＡ４０覆土より

出土した縄文時代中期に属すると考えられる、縄文土

器深鉢に付着した煤をＣ１４放射性炭素年代測定を�古

環境研究所に委託した。

　その結果を下記に示す。なお、なお、関連する自然

科学分析資料は、第�章「自然科学分析の結果」にお

いて提示している。

ａ）Ｃ１４放射性炭素年代測定（ＡＭＳ）

１．試料

　・調査区出土土器付着煤

　　（図面番号６４１：委託番号№５）

　・ＳＡ４０覆土出土土器付着煤

　　（図面番号７９７：委託番号№６）

２．測定結果 

　加速器質量分析（ＡＭＳ）法による放射性炭素年代

測定の結果、№５の土器付着煤では４６３０±６０年ＢＰ

（１σの暦年代でＢＣ３５１０～３４３０,３３９０～３３５０年）、№

６の土器付着煤では４４１０±５０年ＢＰ（１σの暦年代で

ＢＣ３１００～２９２０年）の年代値が得られた。

　なお、№５・№６では放射性炭素年代測定値よりも

暦年代の年代幅がかなり大きくなっているが、これは

該当時期の暦年代較正曲線が不安定な為である。



－２３１－

第１９８図　古墳時代遺構出土の縄文時代遺物実測図（古墳）〔１〕（Ｓ＝１/３）
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第１９９図　古墳時代遺構出土の縄文時代遺物実測図（古墳）〔２〕（Ｓ＝１/３）
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－２３３－

第２００図　古墳時代遺構出土の縄文時代遺物実測図（竪穴住居跡）〔１〕（Ｓ＝１/３）
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－２３４－

第２０１図　古墳時代遺構出土の縄文時代遺物実測図（竪穴住居跡）〔２〕（Ｓ＝１/３）
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第６７表　陥し穴状遺構一覧表

第２０２図　古墳時代遺構出土の縄文時代遺物実測図（竪穴住居跡）〔３〕（Ｓ＝１/３）

第６６表　縄文時代後期土坑一覧表

備考時期（幅）出土土器（深鉢）出土石器平面積深さ短軸直径（長軸）平面形遺構番号

三万田式�類�石錘１２.１６０.５５１.２１.８隅丸方形ＳＣ１

縄文時代後・晩期
類�・�－９類�－０.３５０.５０.５０.９楕円形ＳＣ１２６

備考時期（幅）出土土器（深鉢）出土石器平面積深さ短軸直径（長軸）平面形遺構番号

底面にピット縄文時代後期？�・�・
類土器磨石１.１３１.６０.９１.６長楕円形ＳＷ１

底面にピット縄文時代後期？
類土器－１.０６１.４５０.９５１.５長楕円形ＳＷ２

底面にピット縄文時代後期？－－３.３９０.８５１.８２.４長楕円形ＳＷ３

0 10�

853

845

852851

847 848
849

850

845844

843

842

839
840

836
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分類備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（cm）

部位器種種別出土
地点

出土
地点

図面
番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径


類土器厚 み０�９
�

良好５��以下の黒褐色・１０�以下の茶褐色
粒子を含む

橙色５��６
／６

にぶい橙色
５��６／４

ナデ／指
頭痕

面取り／
ナデ／指
頭痕

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１７１３

�類土器厚 み０�６
��外 面
にスス付
着

良好３�以下の白色粒子・２�以下の茶褐
色粒子を含む

明褐色５��
５／６

明褐色５��
５／６

ナデ／指
頭痕

面取り／
ナデ

－－－２４�２口縁～
胴部

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１７１４

�類土器
か�

厚 み０�９
��外 面
スス付着

良好１�以下の茶褐色・１�以下の灰褐色
の粒子を含む

灰黄褐色
１０��６／２

橙色５��６
／６

ナデ面取り／
ナデ

－－－３２�２口縁～
底部付
近

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１７１５


類土器厚 み０�９
��外 面
スス付着

良好５�以下の茶褐色粒子を含む橙色５��６
／６

褐灰色５��
４／１

貝殻条痕
文

ナデ／貝
殻条痕文

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１２
６

７１７


類土器厚 み０�７
��外 面
スス付着

良好７�以下の茶褐色粒子・２�以下の白
褐色粒子を含む

褐灰色５��
４／１

橙色５��６
／６

ナデ面取り／
ナデ

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１２
６

７１８


類土器厚 み１�１
��外 面
スス付着

良好６�以下の茶褐色粒子を含む暗灰黄色
２�５��５／２

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

貝殻条痕
文

面取り／
貝殻条痕
文�ナデ

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１２
６

７１９


類土器厚 み１�６
��外 面
スス付着

良好３�以下の茶褐色粒子・１０�以下の橙
色粒子を含む

にぶい赤褐
色５��５／
４

にぶい赤褐
色５��４／
４

貝殻条痕
文

面取り／
ナデ

－－－－波状口
縁部

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１２
６

７２０


類土器厚 み１�１
��外 面
スス付着

良好５�以下の茶褐色粒子を含む明赤褐色５
��５／６

にぶい赤褐
色５��５／
４

ナデ面取り／
ナデ

－－－－波状口
縁部

無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１２
６

７２１

�－２類厚 み０�９
�

良好２�以下の白褐色粒子を含むにぶい黄褐
色１０��５ ／
３

暗灰黄色
２�５��５／２

ナデ刻み目／
隆帯文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１７２２

�－２類厚 み
１�０��

良好１�以下の黒色光沢粒子を含にぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

条痕文面取り／
ナデ／隆
帯文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１７２３

�－４類厚 み０�７
�

良好２�５�の透明黒色光沢粒子・１�以下の
淡橙色・淡黄色粒子を含む

橙色７�５��６
／６

褐色１０��４
／４

ナデ隆 帯 文�
ヘラ描き
沈線文

－－－－口縁部
付近

有文深
鉢

縄文
土器

覆土��１７２４

�－６類厚 み１�０
��外 面
スス付着

良好５�以下の茶褐色粒子を含む褐灰色１０��
５／１

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

ナデ／指
頭痕

ナデ－－－－胴部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��１７２５


類土器厚 み１�０
�

良好９�以下のにぶい黄橙色粒子・３�以
下の褐灰色粒子を含む

浅黄色２�５��
８／３・灰白
色�７／

にぶい黄橙
色１０��７ ／
３

ナデ面取り／
ナデ

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

覆土��２７２７


類土器厚 み１�２
��外 面
スス付着

良好３�以下のにぶい黄褐色粒子・２�以
下のにぶい黄橙色粒子を含む

にぶい橙色
５��６ ／
４・にぶい橙
色１０��７ ／
４

にぶい橙色
７�５��７ ／
４・いぶい橙
色１０��７ ／
４

ナ デ�指
頭痕

面取り／
ナデ

－－－－口縁部
～胴部

無文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��層７２８

�類土器厚 み０�８
�

良好３�以下の黄灰色粒子・２�以下の灰
黄色粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��７ ／
４

にぶい黄橙
色１０��７ ／
４

ナデ面取り／
貝殻条痕
文／ナデ

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��層７２９

�類土器厚 み０�８
��外 面
スス付着

良好４�以下の灰色粒子・１�以下の淡黄
色粒子を含む

褐灰色１０��
４／１

灰黄色１０��
６／２

ミガキ面取り／
ナデ／ミ
ガキ

－－－－口縁部無文浅
鉢

縄文
土器

包含
層

��層７３０

�類土器厚 み０�６
�

良好４�以下の灰黄色粒子・３�以下のに
ぶい黄橙色粒子を含む

淡黄色２�５��
８／３

淡黄色２�５��
８／３

ミガキ面取り／
ナデ／ミ
ガキ

－－－－口縁部無文浅
鉢

縄文
土器

包含
層

��層７３１

��類土
器

厚み０�９２
��外 面
スス付着

良好３�以下の灰褐色粒子を含む灰黄褐色
１０��４／２

にぶい黄橙
色１０��７ ／
４

貝殻条痕
文／ナデ

貝殻条痕
文／網代
底

９�０－－－底部無文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��層７３２

��類土
器

厚み１�２５
�

良好５�以下の茶褐色粒子・３�以下の灰
褐色粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

貝殻条痕
文

ナデ／網
代底

１１�５－－－底部無文深
鉢

縄文
土器

包含
層

��層７３３

�－５類厚 み０�８
��古 墳
盛土・周
溝内覆土
出土資料

良好１�以下の褐色粒子・灰色粒子を含む褐色７�５��６
／６

褐色７�５��６
／６

ナ デ�ヘ
ラ描き沈
線文／半
裁竹管文

刻 み 目�
ナ デ�半
截竹管文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��１
盛 土
中

７５９

�－４類厚 み０�７
��外 面
スス付着
�古 墳 盛
土・周溝
内覆土出
土資料

良好５�以下の黒色光沢粒子・５�以下の
白褐色粒子・３�以下の黒褐色粒子を
含む

褐色７�５��４
／４

灰黄褐色
１０��４�／２

ナデ／指
頭痕

縄文施文
�半 截 竹
管文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

－��１
盛 土
中

７６０

�－４類厚 み０�８
��古 墳
盛土・周
溝内覆土
出土資料

良好３�以下の黒色光沢粒子・３�以下の
灰褐色粒子・３�以下の白褐色粒子を
含む

褐色１０��４
／６

褐色７�５��４
／４

ナデ半截竹管
文

－－－－口縁部
付近�

有文深
鉢

縄文
土器

－��１
盛 土
中

７６１

�類土器厚み０�６５
��古 墳
盛土・周
溝内覆土
出土資料

良好５�以下の茶褐色粒子を含む灰黄色２�５��
６／２

にぶい黄橙
色１０��７ ／
３

貝殻条痕
文

貝殻条痕
／未貫通
穿孔

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��１
盛 土
中

７６２

�類土器厚 み１�１
��古 墳
盛土・周
溝内覆土
出土資料

良好２�以下の赤茶褐色粒子・１�以下の
灰褐色粒子を含む

褐灰色１０��
４／１

褐灰色１０��
４／１

貝殻条痕
文

面取り／
貝殻条痕
文／未貫
通穿孔

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��１
盛 土
中

７６３

�類土器厚み１�２５
��古 墳
盛土・周
溝内覆土
出土資料

良好３�以下の黄灰色粒子・２�以下の灰
黄色粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��７ ／
４

にぶい黄橙
色１０��７ ／
４

ナデ面取りナ
デ／横方
向の条痕
文／未完
通穿孔

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��１
内 周
溝 覆
土

７６４

第６８表　縄文土器観察表�



－２３７－

分類備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（cm）

部位器種種別出土
地点

出土
地点

図面
番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

�類土器厚 み１�０
��古 墳
盛土・周
溝内覆土
出土資料

良好３�以下の黄灰色粒子・３�以下の灰
黄色粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��７ ／
４

にぶい黄橙
色１０��７ ／
４

ナデ面取り／
ナデ／未
貫通穿孔

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��２
内 周
溝 覆
土

７６５

�類土器厚み０�６５
��古 墳
盛土・周
溝内覆土
出土資料

良好１�以下の灰白色粒子・１�以下の透
明光沢粒子を含む

黄褐色２�５��
５／１

浅黄色２�５��
７／３・黄灰
色２�５��５ ／
１

ミガキミガキ－－－－口縁部無文浅
鉢

縄文
土器

－��１
盛 土
中

７６６

�類土器厚み０�５５
��古 墳
盛土・周
溝内覆土
出土資料

良好２�以下の褐灰色粒子・２�以下の浅
黄橙色粒子を含む

暗灰黄色
２�５��４／２

にぶい黄橙
色１０��７ ／
４・褐 灰 色
２�５��５ ／
１

ミガキ�面取り／
ミガキ�

－－－－口縁部無文浅
鉢

縄文
土器

－��１
盛 土
中

７６７

�類土器外面スス
付 着�古
墳盛土・
周溝内覆
土出土資
料

良好１�以下の浅黄橙色粒子・０�５�以下の
灰白色粒子を含む

褐灰色１０��
５／１

褐灰色１０��
５／１

ミガキ面 取 り�
ミガキ

－－－－口縁部無文浅
鉢

縄文
土器

－��１
盛 土
中

７６８

�類土器厚み０�６５
��古 墳
盛土・周
溝内覆土
出土資料

良好１�以下のにぶい赤褐色粒子・１�以
下の黒色粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��７ ／
３

にぶい黄橙
色１０��７ ／
３

ミガキ面取り－－－－口縁部無文浅
鉢

縄文
土器

－��１
内 周
溝 覆
土

７６９

��類土
器

厚み１�２５
��古 墳
盛土・周
溝内覆土
出土資料

良好１�以下の淡橙色の粒子を含むにぶい黄色
２�５�６／２

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

ナデ貝殻条痕
文／ナデ

１３�０－－－底部無文深
鉢

縄文
土器

－��１
盛 土
中

７７０

��類土
器

厚み１�２５
��古 墳
盛土・周
溝内覆土
出土資料

良好２�以下の白褐色粒子・２�以下の赤
茶色粒子を含む

灰黄褐色
１０��５／２

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

ナデナデ１３�６－－－底部無文深
鉢

縄文
土器

－��１
内 周
溝 覆
土

７７１

�－２類厚み０�９５
��古 墳
時代包含
層出土資
料

良好５�大の褐色粒子・１�以下の淡黄褐
色・褐色・灰色粒子を含む

にぶい黄褐
色１０��５ ／
３

灰黄褐色
１０��４／２

ナデ隆 帯 文�
縄文施文
　　

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－�層７９１

�－２類厚 み０�６
��外 面
スス付着
�古 墳 時
代住居跡
出土資料

良好１�以下の褐色・灰褐色粒子を含む黄褐色１０��
５／６

オリーブ黒
５�３／２

縄文施文刻み目／
ナデ／隆
帯文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��１２
覆土

７９２

�－２類厚み０�６５
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好４�以下の灰白色粒子・１�以下の橙
色粒子を含む

黄灰色２�５��
４／１

灰黄褐色１０��
５／２・灰黄
褐色１０��４／
２

縄文施文
／横ナデ

面 取 り�
隆 帯 文�
縄文施文
�ナデ

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��５１
床 下
面

７９３

�－３類厚 み０��
�

良好１�以下のにぶい赤褐色粒子・１�以
下の黒色粒子を含む

褐 灰 色１０��
５／１

褐灰色１０��１０
／１

ナデ／縄
文施文

縄文施文
�隆帯文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��５３
覆土

７９４

�－２類厚 み０�５
��外 面
スス付着
�古 墳 時
代住居跡
出土資料

良好３�以下の灰白色粒子を含むにぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい橙色
７�５��６ ／
４

ナデ／指
頭痕

ナデ／隆
帯文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��５６
覆土

７９５

�－２類厚 み０�９
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好２�５�以下の灰白色粒子・１�以下の黒
色光沢粒子を含む

浅黄色２�５��
７／３・黄灰
２�５�４／１

黒 褐 色２�５�
３／１

ナデ隆 帯 文�
縄文施文
／ナデ

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��５８
床 下
面

７９６

�－３類厚 み０�５
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好８�以下の茶褐色粒子・５�以下の灰
白色粒子を含む

暗灰黄色
２�５��５／２

灰黄褐色
１０��５／２

ナデ半截竹管
文�隆 帯
文�縄 文
施文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��６６
床 下
面

７９７

�－４類厚み０�７５
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好５�以下のにぶい黄橙粒子・３�以下
の灰白色粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

明黄褐色
１０��７／６

ナデ面取り／
隆帯文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��６９
覆土

７９８

�－５類厚 み０�８
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好２�以下の褐灰色・浅黄橙色粒子を含
む

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

刻み目／
ナデ

隆 帯 文�
刺突文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��４７
覆土

７９９

�－５類厚 み０�７
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好２�以下の灰白色・浅黄橙色・褐灰色
粒子を含む

にぶい橙色
７�５��６ ／
４

橙色７�５��７
／６

ナデ面取り／
ナデ／隆
帯文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��１８
覆土

８００

�－５類厚 み０�５
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好１�５�以下の褐色・灰褐色・灰色粒子を
含む

橙色７�５��６
／６

橙色７�５��６
／６

ナデ隆 帯 文�
刺突文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��４７
覆土

８０１

�－８類厚み０�５５
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好２�以下の浅黄橙粒子・３�５�以下の灰
白色粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

にぶい褐色
７�５��６ ／
４

ナデ面取り／
隆帯文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��４２
覆土

８０２

�－７類厚 み０�５
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好２�以下の灰白色粒子・１�５�以下の灰
色粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
４にぶい黄
褐色１０��５
／３

にぶい褐色
７�５��５ ／
４ 褐 灰 色
７�５��４ ／
１

ナデ連続刺突
文／縄文
施文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

－��４７
覆土

８０３

第６９表　縄文土器観察表�
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第７０表　縄文土器観察表�

分類備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（cm）

部位器種種別出土
地点

出土
地点

図面
番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

�－７類厚 み０�７
��古 墳
時代包含
層出土資
料

良好１�以下の灰白色粒子・にぶい黄橙色
粒子・半透明粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��７ ／
４

明黄褐色
２�５��７／６

ナデナデ／連
続刺突文
／縄文施
文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－�層８０４

�－８類厚み０�７５
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好４�以下の赤褐色粒子・２�以下の灰
白色粒子・にぶい黄橙色粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��６ ／
３・灰黄褐色
１０��４／２

橙色５��６
／６

刻み目／
ナデ／指
頭痕

ナデ／指
頭痕

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��６４
覆土

８０５

�－８類厚 み０�７
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好３�以下の白褐色粒子を含む明赤褐色５
��５／６

浅 黄 色２�５�
７／４

ナデナ デ�ヘ
ラ描き沈
線文

－－－－頚部有文深
鉢

縄文
土器

－��４６
覆土

８０６

�－１０類厚 み０�７
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好２�以下の褐灰色・にぶい黄橙色・灰
白色粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��６ ／
３

暗灰黄色
２�５��５／２

ナデ縄文施文－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��１８
覆土

８０７

�－１０類厚 み０�６
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好４�以下のにぶい褐色粒子・２�５�以下
の褐灰色粒子・０�５�以下の灰白色粒子
を含む

にぶい橙色
５��５／４

にぶい橙色
７�５��６ ／
４

ナデナデ／縄
文施文

－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

－��５９
覆土

８０８

�－６類厚み０�６５
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好５�以下の黒褐色粒子・２�以下の黒
色光沢粒子を含む

にぶい黄褐
色１０��４ ／
３

灰黄褐色
１０��４�／
２

ナデ隆帯文／
半截竹管
文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��１７
覆土

８０９

�－３類厚 み０�７
��外 面
スス付着
�古 墳 時
代住居跡
出土資料

良好１�以下の灰褐色・褐色・灰色粒子を
含む

褐色１０��４
／４

黒褐色１０��
３／２

貝殻条痕
文

刻み目／
貝殻条痕
文

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

－��４９
覆土

８１０

�－８類厚 み０�６
��外 面
スス付着
�古 墳 時
代住居跡
出土資料

良好１�以下の淡橙色・灰白色粒子を含む黄 褐 色２�５�
５／３

明黄褐色
１０��７／６

ナデ縄文施文
�ヘ ラ 描
き沈線文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��５０
覆土

８１１

�－４類厚み０�５５
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好５�以下の茶褐色粒子を含む灰褐色７�５��
４／２

灰黄褐色
１０��４／２

刻み目／
指頭痕／
ナデ

刻 み 目�
半截竹管
文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��３
覆土

８１２

�－１類厚み０�７５
��外 面
スス付着
�古 墳 時
代住居跡
出土資料

良好３�以下の黒色光沢粒子・２�以下の
灰白色粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデ隆 帯 文�
刺突文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

－��１
覆土

８１３

�－１類厚 み０�７
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好１�以下の灰白色粒子を含む赤褐色５��
４／６

黒褐色７�５��
３／１

ナデ縄文施文
�刻 み 目�
ナデ

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��１５
覆土

８１４

�－７類厚み０�７１
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好２�５�以下の灰白色・０�５�透明光沢粒子
を含む

橙色５��６
�６

橙色５��６
�６

横ナデ面 取 り�
ナ デ�連
続刺突文

ーーーー口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��６
覆土

８１５

�－１類厚 み０�８
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好１０�以下の灰褐色粒子・２�以下の茶
褐色粒子を含む

にぶい赤褐
色５��５／
４

にぶい赤褐
色５��５／
４

貝殻条痕
文

隆帯文／
貝殻条痕
文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

－��６６
覆土

８１６

�－５類厚 み０�９
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好１�以下の灰色・明黄褐色粒子を含む明赤色５��
５／６

明赤色５��
５／６

ナデ刻み目／
面取り／
ナデ

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��６５
覆土

８１７

�－５類厚 み０�９
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好１�以下の灰褐色・褐灰色粒子を含む明赤褐色５
��５／６

明赤褐色５
��５／６

ナデナデ／押
引 文�刺
突 文�貝
殻条痕文

－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

－��４３
床 下
面

８１８

�－５類厚 み０�８
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好１�以下の褐色・にぶい褐色粒子を含
む

褐色７�５��４
／４

にぶい黄褐
色１０��５ ／
４

ナデ面取り／
ヘラ描き
沈線文／
刻み目／
ナデ

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��３
覆土

８１９

�－５類厚 み０�６
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好１�以下の淡黄色・灰色粒子を含む明褐色７�５��
５／６

明褐色７�５��
５／６

ナデ面取り／
ナデ／ヘ
ラ描き沈
線文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��６１
覆土

８２０

�－４類厚み０�６４
��古 墳
時代包含
層出土資
料

良好１�５�以下の灰白色粒子・１�以下の黒
色光沢粒子・２�以下の褐色粒子を含
む

にぶい黄橙
色１０��６ ／
３

にぶい黄橙
色１０��６ ／
３

ナデ面 取 り�
ヘラ描き
沈 線 文�
半截竹管
文�ナデ

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－�層８２１
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第７１表　縄文土器観察表�

分類備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（cm）

部位器種種別出土
地点

出土
地点

図面
番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

�－５類厚み０�８５
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好２�以下の灰白色粒子・０�５�以下の透
明色粒子を含む

黒褐色１０��
３／２

にぶい黄橙
色１０��５ ／
３

面取り／
横ナデ

ナ デ�指
頭 痕�半
截竹管文
／ヘラ描
き沈線文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��１
覆土

８２２

�－５類厚み０�６５
��外 面
スス付着
�古 墳 時
代住居跡
出土資料

良好３�５�以下の白色・褐色粒子・３�以下
の灰白色粒子・５�大の黄橙色粒子を
含む

橙色５��６
／６

にぶい橙色
７�５��６ ／
４

ナデ刻み目／
ナデ／へ
ラ描き沈
線文／連
続刺突文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��６３
覆土

８２３

�－５類厚み０�９５
��古 墳
時代包含
層出土資
料

良好３�以下の白褐色粒子を含むにぶい褐色
７�５��５ ／
４

橙色５��６
／６

ナデナデ／刺
突文／ヘ
ラ描き沈
線文

－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

－��４５
覆土

８２４

�－５類厚 み０�６
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好２�以下の白褐色粒子を含むにぶい褐色
７�５��５ ／
３

にぶい褐色
７�５��５ ／
３

貝殻条痕
文

ナデ／ヘ
ラ描き沈
線文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��７
覆土

８２５

�－５類厚み０�８５
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好７�以下の茶褐色粒子・２�以下の白
褐色粒子を含む

明赤褐色５
��５／６

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

ナデ縄文施文�
／ヘラ描
き沈線文

－－－－液状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

－��６５
覆土

８２６

�－５類厚 み１�０
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好５�以下の白褐色粒子を含むにぶい橙色
７�５��６ ／
４

明赤褐色５
��５／６

ナデナ デ�ヘ
ラ描き沈
線文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��４１
床 下
面

８２７

�－６類厚 み０�７
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好５�以下の暗褐色粒子を含む灰褐色５��
４／２

にぶい赤褐
色５��５／
４

ナデナデ－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��２６
覆土

８２８

�－６類厚み０�５５
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好３�以下の灰白色粒子を含む明黄褐色
１０��６／６

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

ナデナデ－－－－波状口
縁部

無文深
鉢

縄文
土器

－��４１
覆土

８２９

�－６類厚 み０�８
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好３�以下の灰色光沢粒子を含む褐色７�５��４
／３

にぶい褐色
７�５��５ ／
４

連続刺突
文

ナデ－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��１
覆土

８３０


類土器厚み０�８５
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好３�以下のにぶい赤褐色粒子・３�以
下の灰白色粒子を含む

褐灰色１０��
４／１

灰 色 ５�６
／１

ナデ面取り／
ナデ

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

－��２８
覆土

８３１


類土器厚み０�９５
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好１３�以下の褐灰白色粒子・２�以下の
にぶい黄橙色粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��６ ／
３

にぶい黄橙
色１０��７ ／
４

貝殻条痕
文

面取り／
貝殻条痕
文

－－－－口縁部無文深
鉢

縄文
土器

－��３９
覆土

８３２


類土器厚 み１�０
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好４�以下の灰白色粒子・黒色光沢粒子
を含む

にぶい橙色
７�５��６ ／
４

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

横方向に
条痕

貝殻腹縁
押引き文
／貝殻条
痕文

－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

－��３９
覆土

８３３


類土器厚 み１�２
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好２�以下のにぶい橙色粒子・３�以下
のにぶい赤褐色粒子を含む

灰黄色１０��
４／５

にぶい橙色
５��６ ／
４・灰 褐 色
７�５��４ ／
２

ナデナデ／ナ
デ

－－－－波状口
縁部

無文深
鉢

縄文
土器

－��４３
覆土

８３４


類土器厚 み１�４
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好５�以下の茶褐色粒子・３�以下の白
褐色粒子を含む

明赤褐色５
��５／６

にぶい黄褐
色１０��５ ／
４

ナデナ デ�ヘ
ラ描き沈
線文

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��３５
覆土

８３５


類土器厚 み１�１
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好４�以下のにぶい赤褐色粒子・１�以
下の灰褐色粒子を含む

橙色５��７
／６・浅黄橙
色１０��８ ／
３

にぶい橙色
５��７／４

ナデ／貝
殻条痕文

面取り／
ナデ

－－－－波状口
縁部

無文深
鉢

縄文
土器

－��７２
床 面
下層

８３６

�類土器
か？

厚み０�６７
�

良好３�以下の灰白色粒子・２�以下の灰
色粒子を含む

橙色７�５��７
／６

橙色７�５��７
／６

ナデ縄文施文
／ナデ／
ヘラ描き
沈線文

－－－－胴部有文深
鉢

縄文
土器

－��６４
覆土

８３７

�－６類厚 み０�７
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好３�以下の灰白色粒子を含む明黄褐色
１０��６／６

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

ナデ刻み目／
ナデ

－－－－波状口
縁部

有文深
鉢

縄文
土器

－��３７
覆土

８３８

�類土器厚 み０�９
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好３�以下の灰白色粒子・２�以下の灰
白色粒子を含む

橙色７�５��７
／６

橙色７�５��７
／６

ナデ面取り／
横ナデ

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��２８
覆土

８３９

�類土器厚 み０�８
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好２�以下の灰白色粒子・３�以下の灰
黄褐色粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��７ ／
４

にぶい黄橙
色１０��７ ／
４

ナデ面取り／
ナデ／未
貫通穿孔

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��３７
覆土

８４０
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第７２表　縄文土器観察表�

分類備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（cm）

部位器種種別出土
地点

出土
地点

図面
番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

�類土器厚 み１�３
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好２�以下の黒褐色粒子を含む橙色５��６
／６

橙色５��６
／６

ナデナデ／未
貫通穿孔

－－－－口縁部有文深
鉢

縄文
土器

－��２４
覆土

８４１

�－４類厚 み０�５
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好３�以下のうすい茶褐色粒子を含むにぶい赤褐
色５��４／
４

にぶい橙色
７�５��６ ／
４

ナデ指 頭 痕�
ナ デ�ヘ
ラ描き条
線文

５�０－１１�０１２�０底部～
口縁部

有文深
鉢

縄文
土器

－��２５
覆土

８４２

�類土器
か�

厚み０�７１
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好３�以下の灰褐色粒子を含む黒 褐 色
２�５��３ ／
１

黒 褐 色
２�５��３ ／
１

ナデナデ７�０－－－底部無文深
鉢

縄文
土器

－��１８８４３

�－４類厚 み０�７
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好２�以下のにぶい橙色粒子・２�以下
の灰褐色粒子を含む

灰 褐 色
７�５��４ ／
２

にぶい褐色
７�５��６ ／
４

ナデヘラ描き
条線文

５�２－－－底部有文深
鉢

縄文
土器

－��３６
覆土

８４４

�類土器
か�

厚み１�０５
��古 墳
盛土・周
溝内覆土
出土資料

良好３�大の灰褐色粒子・１�５�以下の灰色・
褐色粒子を含む

にぶい橙色
１０��７／４

橙 色７�５��
６／３

ナデナデ８�３－－－底部無文深
鉢

縄文
土器

－��５�
覆土

８４５

��類土
器

厚み１�１６
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好１０�以下の黒褐色光沢粒子・５�以下
の茶褐色粒子を含む

にぶい褐色
７�５��５ ／
３

橙 色７�５��
６／６

ナデナデ１１�５－－－底部無文深
鉢

縄文
土器

－��４
覆土

８４６

－最 大 長
４�６／ 最
大幅２�８５
／最大厚
０�７／ 重
量１１�６

良好２�以下の白褐色粒子・２�以下の赤
茶色粒子を含む

灰 黄 褐 色
１０��５／２

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

ナデ／指
頭痕

ナデ／指
頭痕

－－－－－－土器
片錘

－��８５
床 下
面

８４７

－最 大 長
４�６／ 最
大 幅４�２
／最大厚
０�７５／重
量１３�６�
古墳時代
住居跡出
土資料

良好２�以下の白褐色粒子・２�以下の赤
茶色粒子を含む

灰 黄 褐 色
１０��５／２

にぶい黄橙
色１０��６ ／
４

ナデ縄文施文－－－－－－土器
片錘

－��１
覆土

８４８

－古墳時代
住居跡出
土資料

良好１０�以下の灰褐色粒子・３�以下の茶
褐色粒子を含む

にぶい赤褐
色５��５／
４

にぶい赤褐
色５��５／
４

ナデナデ－－－－－－土器
片錘

－��１
床 面
下層

８４９

��類土
器

厚 み１�０
��古 墳
時代住居
跡出土資
料

良好２�以下の灰白色粒子・３�以下の黒
褐色粒子を含む

褐灰色１０��
４／１

にぶい黄褐
色１０��５ ／
３

ナデナデ１１�０－－－底部無文深
鉢

縄文
土器

－��６
覆土

８５０

－最 大 長
５�２／ 最
大 幅５�３
／最大厚
０�９／ 重
量１３�６�
古墳時代
住居跡出
土資料

良好３�以下の灰白色粒子・半透明灰白色
粒子を含む

灰黄色褐色
１０��６�２

灰黄色褐色
１０��５�２

ナデナデ－－－－－－土器
片加
工円
盤

－��４０
覆土

８５１

－最 大 長
６�２／ 最
大 幅６�３
／最大厚
０�８１／重
量１７�６�
古墳時代
住居跡出
土資料

良好３�以下の茶褐色粒子を含むにぶい黄橙
色１０��６ ／
３

にぶい褐色
７�５��５ ／
３

ナデ貝殻条痕
文

－－－－－－土器
片加
工円
盤

－��１５
覆土

８５２

後期土器最 大 長
５�１／ 最
大 幅５�２
／最大厚
０�９２／重
量１２�８�
古墳時代
住居跡出
土資料

良好２�以下の灰白色粒子・３�以下の灰
黄褐色粒子を含む

にぶい黄橙
色１０��７ ／
４

にぶい黄橙
色１０��７ ／
４

ナデヘラ描き
沈線文

－－－－－－土器
片加
工円
盤

－��２８
覆土

８５３
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第７３表　縄文時代石器観察表�

備考石材
法量出土地点

器種種類図面番号
重量（g）最大厚（cm）最大幅（cm）最大長（cm）取り上げ番号出土遺構

－尾鈴酸性岩類４５�９１�３５４�２０６�２２４覆土中�Ｃ１石錘石器７１６

－尾鈴酸性岩類７７４�９４�６７９�８０１２�０５－覆土中��１磨石石器７２６

－チャート０�６０�３４１�３８２�３４３３包含層中��層石鏃石器７３４

－ホルンフェルス２２５�７２�１３７�０７１３�６５１３０包含層中��層打製石斧石器７３５

－ホルンフェルス１９５�２２�２８７�３０１３�６８３４包含層中��層打製石斧石器７３６

－ホルンフェルス１４１�８１�８８７�７５９�７６３５包含層中��層打製石斧石器７３７

－ホルンフェルス１１４�６１�７８５�８８１０�５２１４３包含層中��層打製石斧石器７３８

－ホルンフェルス１１２�２１�５０６�３５１０�９７４９包含層中��層打製石斧石器７３９

－ホルンフェルス１５０�３１�９９５�９５１１�７８－包含層中��層打製石斧石器７４０

－ホルンフェルス１６�０１�０５３�８６３�５２６５包含層中��層石錘石器７４１

－尾鈴酸性岩類１５�９０�９４３�４９３�６０２８包含層中��層石錘石器７４２

－尾鈴酸性岩類１０�９０�５８４�０５２�９３１３１包含層中��層石錘石器７４３

－ホルンフェルス１７�７０�７９４�０４３�２６１２３包含層中��層石錘石器７４４

－尾鈴酸性岩類２２�３１�０１４�２６３�２０１２４包含層中��層石錘石器７４５

－砂岩２２�１０�９４４�４０３�８４１２０包含層中��層石錘石器７４６

－砂岩２４�７０�９６４�７８３�７０１２３包含層中��層石錘石器７４７

－ホルンフェルス３０�６０�９２４�２９５�５６２包含層中��層石錘石器７４８

－尾鈴酸性岩類７１�５１�８６６�０６４�９６１１６包含層中��層石錘石器７４９

－尾鈴酸性岩類９８�３１�７８６�６９５�８４３０包含層中��層石錘石器７５０

－ホルンフェルス１２８�５１�６８７�００６�１０１００包含層中��層石錘石器７５１

－砂岩９７�３１�５０５�７８６�０２８０包含層中��層石錘石器７５２

－砂岩１２６�７１�７４６�４７７�４１７５包含層中��層石錘石器７５３

－砂岩３８６�３２�８１１０�６５８�１８９２包含層中��層石錘石器７５４

－砂岩２４６�４３�６５５�５４７�８０－包含層中��層敲石石器７５５

－砂岩８９６�１４�６０１３�４５１２�４９１６０包含層中��層磨石石器７５６

－ホルンフェルス５９３�４４�４３８�７４１３�８５２１３包含層中��層打製石斧石器７５７

－砂岩１３５００�０９�２３３１�２５３８�７０２０５包含層中��層石皿石器７５８

－ホルンフェルス２４０�１４�１０９�４０６�５０－墳丘盛土中��１スクレイパー石器７７２

－ホルンフェルス４７９�５３�６５６�９０１４�１５－墳丘盛土中��１打製石斧石器７７３

－ホルンフェルス２３５�９２�９０５�００１３�９０－墳丘盛土中��１磨製石斧石器７７４

－ホルンフェルス２８４�９３�５０４�７５１４�４０－墳丘盛土中��１打製石斧石器７７５

－ホルンフェルス１４６�４１�６５６�００１３�６０－内周溝��２打製石斧石器７７６

－ホルンフェルス１７２�０２�００６�００１１�３０－墳丘盛土中��１打製石斧石器７７７

－ホルンフェルス１６３�１１�８０５�３０１４�６０－墳丘盛土中��１打製石斧石器７７８

－ホルンフェルス１５５�５１�６０５�５０１５�００－墳丘盛土中��１打製石斧石器７７９

－ホルンフェルス１３６�８１�６０６�２０１０�４０－内周溝西側��１打製石斧石器７８０

－ホルンフェルス１９０�２２�１０５�８０１２�８５－墳丘盛土中��１打製石斧石器７８１

－ホルンフェルス２２０�０１�９０７�８５１５�６５－墳丘盛土中��１打製石斧石器７８２

－ホルンフェルス１４０�４１�７５７�３５９�７０－外周溝�区��１打製石斧石器７８３

－ホルンフェルス８６�６１�４０７�１０６�３０－墳丘盛土中��１打製石斧石器７８４

－ホルンフェルス１２２�６１�７０５�５０１１�４０－墳丘盛土中��１打製石斧石器７８５

－ホルンフェルス９４�１１�５０５�６５１１�２０－内周溝Ｄ区��１打製石斧石器７８６

－ホルンフェルス１１９�６２�３０５�１５６�８０－墳丘盛土中��１磨製石斧石器７８７

－ホルンフェルス６４４�０４�４０６�７５１５�６０－内周溝��２打製石斧石器７８８

－尾鈴酸性岩類２９５�２２�８０５�５０１１�２０－内周溝��２打製石斧石器７８９

－ホルンフェルス７２�８１�８０３�７０９�８０－墳丘盛土中��１石槍�石器７９０
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　下耳切第３遺跡では、�Ｃ１４放射性炭素年代測定、

�植物珪酸体分析、�花粉分析、�リン・カルシウム

分析、�種実同定、�樹種同定、�熱ルミネッセンス

年代測定の、計７種の自然科学分析を実施した。

　自然科学分析委託の主目的は、

　ａ．下耳切第３遺跡における後期旧石器から現代に

至る各時代の環境を推定する（�・�）

　ｂ．縄文時代土坑出土の炭化種子の種実名と炭化　

　年代を推定する（�・�）

　ｃ．縄文時代土坑の機能推定（�・�）

　ｄ．縄文土器そのものの使用年代を推定（�）

　ｅ．古墳時代住居跡内の炭化材の樹種推定と古環境

の復元推定（�）

　ｆ．古墳時代竈と土器埋設炉、古墳周溝内焼土の被

熱の有無と絶対年代の推定（�）であった。

　具体的な分析結果、考察等については、各時代にお

ける古環境の推定について第�章第２節「基本土層」

の項に記述した以外は、第１分冊第�章及び第２分冊

第�章に記載した。この章では、関連する自然科学分

析資料のみを原文・原画どおり提示する。本文中の内

容とあわせて参照されたい。

第�章　自然科学分析の結果

第７４表　下耳切第３遺跡における放射性炭素年代測定の結果一覧
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第２０４図　植物珪酸体分析結果図（ＳＣ１９・２２）

第７６表　植物珪酸体分析結果表（ＳＣ１９・２２）
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第７７表　植物珪酸体分析結果表（ＳＣ２３・４３）

第２０５図　植物珪酸体分析結果図（ＳＣ２３・４３）
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第７８表　植物珪酸体分析結果表（ＳＣ４５・４６）

第２０６図　植物珪酸体分析結果図（ＳＣ４５・４６）
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第７９表　植物珪酸体分析結果表（ＳＣ４７）

第２０７図　植物珪酸体分析結果図（ＳＣ４７）



－２４９－

第８０表　植物珪酸体分析結果表（ＳＣ５９）

第２０８図　植物珪酸体分析結果図（ＳＣ５９）
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第８１表　植物珪酸体分析結果表（ＳＣ８２）

第２０９図　植物珪酸体分析結果図（ＳＣ８２）
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第８２表　植物珪酸体分析結果表（ＳＡ１９・ＳＡ６０のカマド）

第２１０図　植物珪酸体分析結果図（ＳＡ１９・ＳＡ６０カマド）
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第２１１図　植物珪酸体（プラント・オパール）の顕微鏡写真
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第８３表　下耳切第３遺跡における花粉分析結果
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第２１３図　下耳切第３遺跡の花粉・胞子
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第２１４図　下耳切第３遺跡におけるリン・カルシウム含量
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第８４表　下耳切第３遺跡における蛍光Ｘ線分析結果�
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第８５表　下耳切第３遺跡における蛍光Ｘ線分析結果�
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第２１７図　ＳＡ５６埋設土器のＴＬグローカーブ（粗粒子法） 第２１８図　ＳＡ５６埋設土器の成長曲線（準微粒子法）

第２１５図　ＳＡ３０カマドのＴＬグローカーブ 第２１６図　ＳＡ５６埋設土器のＴＬグローカーブ（準微粒子法）

第８８表　下耳切第３遺跡における熱ルミネッセンス年代測定結果

第８７表　下耳切第３遺跡における樹種同定結果

第８６表　下耳切第３遺跡における種実同定結果

第８９表　 鉄の含有量（ＦｅＯ＋Ｆｅ２Ｏ３）
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第２１９図　下耳切第３遺跡における炭化材
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第�章関連文献（自然科学分析関連）

【放射性炭素年代測定関連文献】

　Ｓｔｕｉｖｅｒ，Ｍ．，ｅｔ． ａｌ．，（１９９８）， ＩＮＴＣＡＬ９８

Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ Ａｇｅ Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ， Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ， 

４０， ｐ．１０４１－１０８３．

　中村俊夫（１９９９）放射性炭素法．考古学のための年

代測定学入門．古今書院、ｐ．１－３６．

【植物珪酸体分析関連文献】

　近藤錬三（１９９５）日本における植物珪酸体研究とそ

の応用．近藤祐弘教授退官記念論文集刊行会：ｐ．３１－

５６．

　杉山真二（１９９９）植物珪酸体分析からみた九州南部

の照葉樹発　達史．第四紀研究．３８�、ｐ．１０９－１２３．

　杉山真二（１９９９）過去約３万年間におけるササ類の

植生変遷と　積雪量の変動－植物珪酸体分析からみた

過去のミヤコザサ線　－．日本植生史学会大会発表要

旨集、ｐ．２９－３０．

　杉山真二（２０００）植物珪酸体（プラント・オパール）．

考古学　と植物学．同成社、ｐ．１８９－２１３．

　杉山真二（２００１）テフラと植物珪酸体分析．月刊地

球、２３：６４　５－６５０．

　鈴木貞雄（１９７８）タケ科植物の概説．日本タケ科植

物総目録．　学習研究社．２５－４５．

　藤原宏志（１９７６）プラント・オパール分析法の基礎

的研究�　－数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量

分析法－．考古学と自然科学、９、ｐ．１５－２９．

　藤原宏志・杉山真二（１９８４）プラント・オパール分

析法の基礎的研究�－プラント・オパール分析による

水田址の探査－．　考古学と自然科学、１７、ｐ．７３－

８５．

　室井綽（１９６０）竹笹の生態を中心とした分布．富士

竹類植物園報告、５、ｐ．１０３－１２１．

　堀田満（１９９１）日本列島の植物．カラー自然ガイド

�、保育社：ｐ．６８－６９．

【花粉分析関連文献】

　中村純（１９７３）花粉分析．古今書院、ｐ．８２－１１０．

　金原正明（１９９３）花粉分析法による古環境復原．新

版古代の日本第１０巻古代資料研究の方法、角川書店、

ｐ．２４８－２６２．

　島倉巳三郎（１９７３）日本植物の花粉形態．大阪市立自

然科学博物館収蔵目録第５集、６０ｐ．

　中村純（１９８０）日本産花粉の標徴．大阪自然史博物館

収蔵目録　第１３集、９１ｐ．

【リン・カルシウム含量分析関連文献】

　竹迫　紘（１９９３）リン分析法．日本第四紀学会編．四

紀試料分析法２、研究対象別分析法．東京大学出版会、

ｐ．３８－４５．

【樹種同定関連文献】

　佐伯浩・原田浩（１９８５）針葉樹材の細胞．木材の構

造、文永堂出版、ｐ．２０－４８．

　佐伯浩・原田浩（１９８５）広葉樹材の細胞．木材の構

造、文永堂出版、ｐ．４９－１００．

　島地謙・伊東隆夫（１９８８）日本の遺跡出土木製品総

覧、雄山閣、２９６ｐ．

写真６　発掘調査の状況
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～縄文時代中期集落跡に関して～

�：�～�類土器の位置づけ

　第�章第５節において、縄文時代中期と考えられる

遺構や遺物包含層出土土器群を地文や施文状況に基づ

いて�～�類に分類した。ここで各土器群の型式学的

位置づけについて考察してみたい。

　なお、第４７～４８図で各類別土器の文様構成及び口縁

部形態の代表例を提示している。

　�～�類土器は、船元式土器や春日式土器に相当す

る土器群と考えられる。以下、本遺跡における土器分

類と先行研究との対応関係を述べる。

ａ）船元式系土器

　間壁忠彦氏による船元式土器編年�と対比させる

と、本遺跡における�類土器のうち、�－２～９類と

�－４・５類土器は、次のような対応関係にある。

　　〔本遺跡での分類〕　〔船元式土器の分類〕

　　　� － ２ 類　≠　船元�式Ａ類

　　　�－３・４類　≠　船元�式Ｃ類

　　　� － ６ 類　≠　船元�式Ａ類

　　　� － ７ 類　≠　船元�式Ｃ類

　　　� － ８ 類　≠　船元�式Ｂ類

　　　� － ９ 類　≠　船元�式Ｄ類

　　　� － ４ 類　≠　船元�式Ｃ類

　　　� － ５ 類　≠　船元�式Ｅ類

　また、�－１０類の縄文地に注目すれば船元式併行と

推定される。このように�・�類土器は船元�・�式

期に位置づけられる。

　船元式土器は、近年における縄文時代中期編年の改

訂によって、九州地方南部から近畿地方にかけて広域

的に分布する土器型式として認識されるようになっ

た。しかしながら、瀬戸内地方の土器編年を遠く離れ

た本遺跡でそのまま適用することは困難で、地域的差

異も考慮しなければならない。

　関連する事項として、船元式土器そのもの、船元式

土器の要素を取り入れた在地の土器（伝播過程で変容

した土器群）を区別する必要性もある。製作地（胎土

の分類）の特定も重要な課題である。残念ながら、本

稿ではすべてに言及できず、予察として提示しておく。

　地域的差異が指摘されるものとして、�－１類の隆

帯文上に縄文を施す土器群が挙げられる。

　また、�－５類のように隆帯とヘラ状工具による沈

線及び刺突文を組み合わせて文様施文する土器群であ

る。�－５類は、器形や文様構成については南九州在

地土器型式である春日式土器の北手牧段階と共通する

が、春日式土器が貝殻条痕地であるのに対して縄文施

文という点で異なる。

　したがって�－５類は、縄文施文（船元式の影響）、

文様構成（春日式）と両方の要素を内包する土器と考

えたい。�－１類も地域的変容と考えられる。

　また、口縁部形態は、キャリパー状と直立気味の口

縁に大別されるが、キャリパー状口縁の端部からさら

に短く外反する口縁が接続する二段口縁も少なからず

認められる。この口縁部形態も地域的変容や差異と考

えても良いであろう。

　底部資料は、若干上げ底を呈するものおよび平底で

底部端部がやや張り出し気味のタイプがある。

　前者は、縄文地、半截竹管工具による縦位線描き文、

ナデ調整で船元�・�式や春日式北手牧段階に併行す

ると考えられる。

　後者はナデ調整や貝殻条痕文で春日式北手牧段階以

降の縄文時代中期土器としておきたい。

　なお、宮崎県天神河内第１遺跡や鹿児島県桐木耳取

遺跡などで出土した、尖底底部の中心を窪ませた底部

資料検出されなかった。

ｂ）春日式土器

　�－５類は、先行研究から春日式北手牧段階に併行

するとされている�。また、資料数は少ない�－２

類、�－３類および�－２類も春日式北手牧に併行す

ると考えられる。貝殻条痕地無文土器である�－３類

も同様であろう。

　従って、�・�類土器は、船元�・�式土器に概ね

平行し、さらに南九州在地土器型式である春日式直前

と、春日式北手牧併行期の土器群でもあると考えられ

る。春日式土器成立前夜とその直後という位置づけが

可能である。広域土器様式の伝播と地域における受

第�章　まとめ（縄文時代）
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容、在地化といったプロセスをたどることのできる資

料群と考えられる。さらに、船元�・�式系土器が全

体の８割に達していることから、本遺跡における縄文

時代中期集落形成当初から、船元式系土器主体で、春

日式土器へ変貌を遂げるという図式となる。

ｃ）�類土器、特に�－１類土器について

　�－１類は、貝殻条痕地に隆帯を数条貼り付けた

「ミミズバレ状」土器群である。この点においては轟

Ｂ式土器と区別が困難である。

　しかし、近年の調査事例から鹿児島県桐木耳取遺

跡、野久首遺跡�や宮崎県右葛ヶ迫遺跡�でも同様な

土器が縄文時代中期の深浦式や船元式に伴う傾向があ

り、これらの土器底部は尖底である。

　本遺跡で出土した�－１類の底部資料は未検出であ

るが、�－１類口縁部資料と共伴するＳＣ１４５出土遺

物（�・�類土器）の存在を重視するならば、�－１

類は船元�・�式に併行する時期と比定される。貝殻

条痕地という観点から春日式土器成立直前の時期と捉

えられよう。

ｄ）�～�類土器の出土傾向

　第９０・９１表は、�～�類土器の遺物出土量全体に対

する構成比を示したものである。

　遺構出土及び遺物包含層出土の総個体数は、２３０４

点を数えた。底部資料も含めている。

　船元式系土器は、全体の９４％、船元�式土器のうち、

春日式北手牧段階に併行するもの１５％、春日式北手牧

段階の土器は５％という結果が得られた�。

　個体数集計の結果からも、船元�・�式併行期（春

日式成立前）と春日式成立時期（北手牧段階）という

時期の土器群であることが示された。

　宮崎県内の船元式系土器は、県内各地に出土例をみ

る。本遺跡が所在する県中部から北部域では、北から

北方町笠下遺跡�、笠下下原遺跡�、西郷村内野々遺

跡	、東郷町上野原遺跡
、高鍋町大戸ノ口第２遺跡

�、宮崎市右葛ヶ迫遺跡、田野町本野遺跡�、天神河

内第１遺跡�等が挙げられるが、主に県南部を中心と

する。出土土器の型式は船元�～�式が主である。

　しかし、各遺跡とも遺物包含層からの出土で少量に

留まる傾向が強い。その点で本遺跡例は、まとまっ

た、かつ遺構に伴う遺物群として重要性が高い。

ｅ）�～�類土器の位置づけ

　本遺跡出土の縄文時代中期土器（�～�類）は、前

項までの検討の結果、船元�～�式及び春日式北手牧

段階に併行するといえる。その時期は、縄文時代中期

前葉から中葉と、ごく限られた時期に収斂される。

　特に�～�類土器は、広域土器型式である船元式土

器と南九州の在地土器である春日式土器の型式的特徴

を持った土器群とも換言できる。

　これら土器群を、船元式土器と春日式土器及び在地

土器という対比的な関係から見直すと、大きく４つに

区分することができる。

　即ち、�船元式土器そのもの（搬入の可能性、忠実

な模倣）、�船元式土器が在地変容したもの、�在地土

器化したもの、�轟Ｂ式に類似した土器である。

　特に�は、�－５類に代表されるような、器形と文

第９１表　出土量全体に占める土器型式の割合

第９０表　出土土器の型式構成比

百分率個体数土器型式
７８.３４%１８０５船元�・�式
１５.３６%３５４船元�式・春日式
４.８２%１１１春日式
１.４８%３４貝殻条痕文尖底土器
１００%２３０４総計

百分率集計個体数個体数類別土器対応土器型式名

２６.３９%６０８

１７１�－２

船元�式併行
９７�－３
５９�－４
７４�－７

２０７�－８

２２.４８%５１８
１９９�－６

船元�式併行 ８２�－９
２３７�－４

１５.３６%３５４
７�－３

船元�式・春日式北手
牧併行 ２１４�－５

１３３�－５

２９.４７%６７９

６５�－１

船元�～�式併行
２８２�－１０
４３�－１
２２�－２

２６７�－６

４.８２%１１１
８�－２春日式北手牧段階併

行 １０３�－３

１.４８%３４３４�－１貝殻条痕文尖底土器（轟Ｂ
式土器に類似する土器）

１００%２３０４２３０４－総計
※百分率は、小数点第４位以下四捨五入
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様構成は春日式北手牧段階と共通するが、縄文地文と

いう点で異なる土器群である。広域土器型式と在地土

器の中間的な要素を持つ土器群である。

　また、器形では、キャリパー状口縁を主体としなが

らも、直立気味口縁や、やや外反する口縁、キャリ

パー口縁端部にさらに外反する口縁が接続する二段口

縁が�・�類に一定量認められることも特徴的で、在

地変容形態といえるであろう。

　このような近畿・瀬戸内地方の船元式土器とは、属

性が異なり、在地変容化した東南部九州独自の土器群

という位置づけが可能であろう。これら九州島におけ

る船元式土器の伝播や受容、在地土器への変容を象徴

付けるという脈絡で「九州系船元�・�式」という呼

称が成立するかも知れない。

　�は、在地土器化したすなわち春日式土器の成立前

後の土器群と考えられる。縄文施文がなされない�類

土器、�－２・３類が該当するといえる。

　�は、前述の通り轟Ｂ式に類似する土器群（�－１

類）であるが、他遺跡出土例と本遺跡の共伴事例から

船元�・�式に併行する時期と考えられる。

ｆ）胎土の比較等

　船元式そのものと、船元式が在地変容したもの・在

地土器化したものを区別する要素として施文技法や文

様帯構成のみならず、胎土や成形や調整の粗密さ、色

調なども重要な視点である。

　今回はその点まで概括した報告はできなかったが、

全体的な特徴のみ述べておくことにする。

　胎土の混入物の特徴は、大きく４種類に区分され

る。�滑石、�角閃石（茶褐色の砂礫）、�白色の砂礫

（チャート、石英か？）、�堆積岩系の砂礫、である。

黒雲母が含まれている土器もある。全体的な特徴とし

て胎土に火山ガラスが含まれるものが多い。　なお、

瀬戸内地方の船元式土器の胎土には火山ガラスが入ら

ないという指摘がある
。

　�や�が混入する胎土の土器は、船元�式土器系統

の精緻なつくりな場合である傾向が強い。

　また、本遺跡出土土器の器厚は約６～７�であるの

に対し、瀬戸内地方の船元式土器の器厚は約７～９�

であるという�。

　さらに後者は、丁寧なナデ調整に対して、前者はあ

まり丁寧なナデではない�。

　今後は、近畿・瀬戸内地方の器面調整のあり方のみ

ならず、胎土に混入した鉱物の岩石学的な分類と、そ

の産地（粘土採取の容易な河川や露頭）と型式学的な

特徴を関連させていく課題が残っている。

�：石器の位置付け

ａ）全体的な特徴

　船元�・�式及び春日式北手牧段階併行の遺構や遺

物包含層より多量の石器が出土した。本遺跡における

縄文時代中期集落の石器構成を伺える資料が得られ

た。第９２表は、個々の石器個体数を集計一覧化したも

のである。

　一見すると、石錘及び剥片の占める割合が大きい。

石器の使用石材は、石鏃以外を除いた殆どが、頁岩や

ホルンフェルスであり、石核や剥片も対応することか

ら集落内の石器製作が予測できる。

　石核や剥片類は、遺物包含層のみならず土坑や竪穴

住居跡内からも多数出土している。土坑内出土につい

ては、廃棄的意味が強いであろうが、ＳＡ２２・８１・８２・

８３における石核や剥片の出土例は、住居内でも石器製

作が行なわれた可能性を示唆している。

　石器製作に供する母岩は、本遺跡の立地する周辺で

百分率個　数器　種　名

０.７３%６石鏃

１.３３%１１石匙

２.２８%１９石錐

５.５３%４６スクレイパー
（使用痕剥片・二次加工剥片含む）

１.１９%９打製石斧

５.７８%４８敲石

３.７４%３１磨石

３９.３２%３２６石錘

１.５５%１２台石

２.６３%２１石皿

６.２４%５１石核

２９.６８%２４６剥片

１００%８３２総計

第９２表　石器器種別の構成比
※百分率は、小数点第４位以下四捨五入
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は、小丸川や宮田川および支流の開析谷の崖面等で採

取されたと考えられる。

　本遺跡の北隣にある老瀬坂上第３遺跡の丘陵斜面で

は礫層が露出する箇所が広がっており、遠く河川まで

採集しなくとも、ごく近辺で選別・採取できる環境に

あったと想定される。

　一方、縄文時代中期の竪穴住居跡内では、石核や剥

片以外にも、打製石斧、スクレイパー、石錐、磨石、

敲石、石皿、台石及び石錘が、ほぼ普遍的に出土した。

各竪穴住居跡内における石器構成は示せなかったが、

上記の石器類がセット関係をなすと考えられる。

　また、打製石鏃の石器全体に対するの割合がかなり

低い点も注目に値する。打製石鏃が抱える消耗率に起

因しているとも考えられるが、同じ動物食料獲得の道

具である石錘の卓越性を考えるならば、生業と何らか

の関連性があるのではなかろうか。

　この打製石鏃と石錘との関係性は、縄文時代後期の

事例だが、本遺跡が面する小丸川中流域に位置する宮

崎県木城町石河内本村遺跡�でも認められる。

　本遺跡で出土した、打製石鏃のうち、ＳＡ２２（第５７

図）・ＳＣ８１（第１６５図）、遺物包含層（第１８３図）等を

図化・掲載した。

　しかし、縄文時代中期に属するとされる宮崎県須木

村上長谷遺跡の出土石鏃とは形態が異なる�。

　この上長谷遺跡出土資料は、深い抉りを施し側縁に

鋸歯縁加工が施されているのに対し、本遺跡出土資料

はむしろ縄文時代早期の打製石鏃に近い。

　このため、打製石鏃の諸特徴からは、本来的に縄文

中期に属するのか不明であることを記しておく。仮に

打製石鏃が縄文時代中期に属しないとすれば、逆に打

製石鏃の使用頻度の低さを示すことになる。

　加えて、打製石斧は、スクレイパーよりも低い割合

であることも特徴的である。打製石斧は、大きさや形

状から、伐採具よりむしろ土掘り具に近い機能が想定

される。打製石鏃と打製石斧の少なさをどのように理

解するか、次に検討してみたい。

ｂ）石錘について

　第９２表では、縄文時代中期における石器構成のなか

で、石錘が占める割合が高いことが読み取れた。

　そこで、本遺跡出土の石錘について若干の考察を加

えてみたいと思う。

　縄文時代中期前葉～中葉に属する石錘は、３８６点を

数える。その多くは、平面楕円形の扁平な礫の長軸方

向に２箇所打ち欠きをなす「打ち欠き石錘」である。石

材は頁岩や砂岩、ホルンフェルスなど、本遺跡周辺の

礫層露出面や河川で採取可能なものが使用される。

　石材と平面形態、打ち欠きの場所や方法は、石錘考

察上重要な視点であるが、ここでは１個あたりの重量

に主眼をおいた。第２２０図は、重量別に度数分布の状

態をグラフ化したものである。遺構出土及び遺物包含

層出土すべてを対象にしている。

　この場合、１０～２４６ｇと幅広い重量分布を示すが、石

錘の大半は１０～９０ｇの範囲に属することが読み取れ

る。特に中心的分布を示すのは１０～５０ｇ前後である。

そして１００ｇ以上の極端に重い石錘が少量存在する構

成がなされている。

　一方、遺構出土の石錘重量分布を示したのが第２２０

第２２０図　石錘重量の度数分布

第２２１図　竪穴住居跡出土石錘の度数分布

個
数
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～２２２図である。

　竪穴住居跡出土石錘は最小９ｇ、最大２２８ｇと幅が

あるが、５０ｇ前後までの一群と１００～２００ｇの一群に大

別される。

　土坑出土石錘は、最小９ｇ、最大２０９ｇとこれも幅が

ある。その内訳は１０～５０ｇと１００ｇ以上に大別され、

竪穴住居跡出土石錘の重量構成比と変わらない。た

だ、竪穴住居跡出土の場合は、１００～２００ｇと重い石錘

が出土する傾向が強い。

　竪穴住居跡及び土坑出土石錘から、縄文時代中期に

おいては、概ね重量１０～５０ｇ前後の石錘が主体的に使

用され、１００ｇ以上の極端に重い石錘も少量存在する

あり方である。

　さらに、本遺跡では船元式系土器や春日式土器の胴

部片を再利用した土器片錘も１８点出土しており、石錘

と土器片錘のあり方は、宮崎県下における河川中～下

流域での錘具類や重量の構成を示しているとされる

�。

　錘具類や重量の構成を具体的に知りえる可能性が高

い石錘資料としてＳＣ５２・１４６土坑出土遺物がある。出

土土器から船元�式併行の時期が想定される。

　ＳＣ５２は計１６点の石錘が出土した。重量構成は１０～

１５ｇ前後（１５点）、４５ｇ（１点）で、比較的重量の揃

う石器群である。

　ＳＣ１４６は計１０点の石錘が出土し、２０ｇ前後（３点）、

２５ｇ（３点）、３０ｇ（２点）、４０・５０ｇが各１点ずつの

重量構成比である。

　両土坑出土石錘は、重量的なまとまりが認められ、

漁具、例えば魚網につける錘の構成を示す興味深い資

料であるといえる。

　なお、船元式土器、春日式土器を利用した土器片錘

の存在は、縄文時代中期には土器片錘が存在すること

を示し、土器片錘や切目石錘の伝播論を再考する上�

で重要な資料と位置づけられる。

�：遺構の位置づけ

ａ）竪穴住居跡と平地式建物跡

　本遺跡では、縄文時代中期前葉～中葉に属する（可

能性がある）竪穴住居跡は９軒、平地式建物跡３２棟が

検出された。

　竪穴住居跡の平面形は、全て円形で定型化してい

る。宮崎県における縄文時代住居集成によれば、方形

プランも認められるとされるが�、本遺跡では円形プ

ランのみである。また、炉の痕跡も検出されていない

のも特徴的である。

　また、本遺跡における竪穴住居跡の柱穴は、床面中

央に１箇所と壁際やその屋外に巡る例が多い。

　卑近な例としては宮崎県田野町権現谷第１遺跡（Ｓ

Ａ０１）がある�。

　平地式建物跡は、縄文時代中期に属するものとして

は県内初例となった。なお、平地式建物（住居）跡は、

縄文時代早期前半の例としては高千穂町吾平遺跡�や

小林市内屋敷遺跡�で検出されている。

　第２２４図は竪穴住居跡の、２２３図は平地式建物跡の平

面積の分布をグラフ化したものである。

　竪穴住居跡においては、８～１４	と２３～２９	と大き

第２２２図　土坑出土石錘の重量度数分布
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くわかれ、大小の別があったことが伺える。

　平地式建物跡では、９～１４	が一般的で、ついで１８

～２４	が多い。２８	や３７	といった大型、４	前後の

極端に狭い面積を有する建物が少数認められる。

　竪穴住居跡と平地式建物跡の平面積を単純比較する

と両方とも８ないし９～１４	の面積が一般的で、３０	

前後の広い面積を有するものが少数ある特徴が読み取

れる。また、明確な炉を有していない。

　一方、竪穴住居跡群と平地式建物跡群の平面的な位

置関係に着目すると、どちらの群とも等高線に沿って

弧状に展開し、明確な分布の差はなく一体化してい

る。また互いの遺構群は近接はしているが、切りあい

や重なり合いはない。

　平面積の比較では、ほぼ同様の特徴を示しているこ

と、平面的な位置関係から竪穴住居跡と平地式建物跡

は、同時存在ないし混在した可能性を示すだけでな

く、機能的な差も存在した可能性も指摘できる。

　一方、時期的に下るが、縄文時代後期後葉の宮崎市

山下第２遺跡２号住居跡例�は、平面楕円形の竪穴住

居跡で壁際及び屋外に柱穴が巡る。

　山下第２遺跡住居例と、本遺跡の竪穴住居跡の多く

が浅い掘り込みでK-Ah層を直床することを考え合わ

せると、平面円形や楕円形の平地式建物跡とした中に

は、床面が削平されて柱穴のみ遺存した竪穴住居が含

まれている可能性は少なくないといえる。

　本遺跡における竪穴住居跡が平地式建物跡よりも少

ない軒数であることは、機能的側面による差だけでは

なく、遺存の度合いにも起因するであろう。

ｂ）土坑の機能推定

　本遺跡では縄文時代中期集落に伴って１４３基を数え

る土坑群が検出された。

　土坑群は、貯蔵穴、廃棄土坑、墓、火処（炉）といっ

た機能が与えられると想定し、平面的な分類と遺物出

土状況及び自然科学分析からの分析を試みた。

【考古学的分野からの推定】

�平面形の分類別割合

　土坑の平面形からＡ～Ｄ類に分類した。Ａ類は土坑

全体の２６％（３８基）、Ｂ類は６０％（８５基）、Ｃ類５％

（７基）、Ｄ類は９％（１３基）の割合を示した。

�土坑の分布状況

　土坑は単独、群をなす場合がある。群集する場合、

求心的、列状配置が認められる。個々の土坑群ではＡ

～Ｄ類土坑が混在している。

第２２４図　平地式建物跡平面積の分布第２２３図　竪穴住居跡平面積の分布

第９３表　土坑内出土土器の傾向

割合土坑基数土器型式
９.７９%１４船元�式併行
９.１０%１３船元�式併行

２３.１０%３３船元�・�式併行
１８.１８%２６船元�式～春日式北手牧段階併行
６.９９%１０船元�式～春日式北手牧段階併行
０.７０%１春日式北手牧段階併行

３２.１７%４６縄文時代中期
１００%１４３総計

軒
数 軒

数

（�） （�）
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　Ａ類とＢ類については、それぞれ群集やまとまりを

持つ場合と、Ａ類とＢ類が描く土坑群や土坑列の中で

混在する場合が認められる。

　特にＢ類は、土坑主軸が等高線と直交するあり方を

示す。

　Ｃ～Ｄ類は、規則的な配置はなく、Ａ類やＢ類主体

の土坑群（列）ないしＡ類・Ｂ類混在の土坑群（列）

に付随するようなあり方である。

�遺物の出土状況

　Ａ～Ｄ類に分類した土坑群のうち、Ａ・Ｂ類の土坑

は、比較的土器や石器の出土量が多い傾向がある。　

　このうち、出土状態から単なる流れ込みではなく、

人為性が推測される土坑が少なからず認められた。

　その特徴は、�～�にまとめられる。特に�及び�

の場合は、石皿が数個伴う場合が多い。

　�遺物集中箇所が底部から上位に数箇所存在

　　　　　…ＳＣ２３・５２・５６・８１・１１０・１０５・１４６

　�炭化物が覆土中に多数存在…ＳＣ４２・４３

　�石皿・台石がまとまって出土…ＳＣ６４・７８・８８

　�被熱や煤が生じている…ＳＣ５７・１４１

　Ｃ類は、流れ込みのような遺物出土状態を示す場合

が多いが、ＳＣ１１は、底面付近で遺物の集中がみられ

る唯一の例である。

　Ｄ類は、土坑検出面付近に礫が１個ないし複数個配

石されている。また、土坑底面に土器の完形が１個体

横位で検出される場合も確認される。

�土坑の機能推定

　前項の検討から、Ａ・Ｂ類は、遺物出土状況が類似

し、本来同一の機能をなしていたと考えられる。

　この場合、平面的な分類は意味をなさなくなる。

　ただ、深さに注目した場合、第２２５図のように、Ｂ類

は、平面積の広狭に関わらず０.２～０.４ｍと一定の幅を

示す傾向が強い。また、Ａ類については、０.３～０.５ｍと

０.６ｍ以上の２者がある。

　Ｃ類は、平面積も深さも大きい傾向が読み取れる。

　Ａ～Ｃ類について、平面積と掘削深度の関係に注目

すると、平面積の広狭に関わらず深度が一定のＡ類、

平面積の広狭はＡ類と類似するが、極端に深い場合が

あるＢ類、平面積も深さも大きいＣ類という構造差が

読み取れた。平面形や面積だけでなく、「深さ」にも関

連性があることを強く示唆している。

　さらに、Ａ・Ｂ類土坑の遺物出土状況と考え合わせ

ると、前項「�遺物の出土状況」の�と�は、廃棄土

坑、�は乾式貯蔵穴か廃棄土坑、�は地床炉と推定さ

れる。

　�は、扁平な石（石皿）が土坑中央に倒れこむよう

な出土状態を示していたことから、木蓋等の重しとも

考えられる。多少飛躍的であるが貯蔵穴を想定した

深さ（cm） 

平面積（�） 
第２２５図　縄文時代中期土坑の平面積と深さ
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い。また、�に該当する土坑は平面積の割りに掘削深

度が深い。

　Ｃ類については、廃棄土坑や貯蔵穴、Ｄ類は、配石

や土器の出土状態から墓を想定しておきたい。

　このように、平面積の割りに掘削深度が深いＡ～Ｃ

類の土坑は、貯蔵穴が想定できる。

　他方、平面積が大きい割には浅めのＡ～Ｃ類はＤ類

との類似性が高く、墓状遺構が考えられる。

〔自然科学分析の結果から〕

　土坑の機能推定の手立てとするために自然科学分析

（植物珪酸体分析、リン・カルシウム含量分析）を実

施した。

　対象とした土坑は、Ａ類土坑（ＳＣ１９、ＳＣ２２、Ｓ

Ｃ５７、ＳＣ８１）Ｂ類土坑（ＳＣ２３、ＳＣ４２）、Ｄ類土坑

（ＳＣ４４、ＳＣ４６、、ＳＣ５９）である。

　分析結果とその解釈は、分析を実施した土坑の報告

文中に掲載しているが、再度要約を記しておく。

�植物珪酸体分析の結果

全体的な傾向

　土坑の覆土の堆積当時は、メダケ属（メダケ節やネ

ザサ節）を主体としてススキ属やチガヤ属なども生育

する草原的な環境であったと考えられ、遺跡周辺には

部分的にブナ科（シイ属）などの照葉樹林が分布して

いたと推定される。

海綿骨針の検出

　ＳＣ５９の埋土下部（礫下）やＳＣ８１の埋土では、少

量ながら海綿動物に由来する海綿骨針が検出され

た。 海綿骨針については未解明な部分が多いが、これ

らの遺構では何らかの形で海綿（スポンジ）が利用さ

れていた可能性が示唆される。

栽培植物の有無

　基本土層や周辺の土壌と比較して植物珪酸体組成に

特に大きな特徴が認められず、遺構内における植物利

用を示唆するような明瞭な結果は得られなかった。ま

た、イネ、ムギ類、ヒエなどのイネ科栽培植物に由来

する植物珪酸体は、いずれの試料からも検出されな

かった。

�リン・カルシウム含量分析の結果から

　リン・カルシウム含量分析の主な目的は、墓状遺構

などにおける生物遺体（人骨など）の確認、および生

活面や遺構面の確認である。

生物遺体の存否

　ＳＣ１９、ＳＣ２２、ＳＣ２３、ＳＣ４２、ＳＣ４４、ＳＣ４６、

ＳＣ５７、ＳＣ５９の埋土では、リン酸含量が高い値を示

し、比較試料との差異も明瞭に認められた。このこと

から、各土坑の内部にはリン酸を多く含む何らかの生

物遺体が存在していたと推定される。

�総合的な解釈

　自然科学分析の結果、ＳＣ５９（Ｄ類）、ＳＣ８１（Ａ

類）では海綿の利用が推定され、ＳＣ８１を除くすべて

の土坑で生物遺体の存在が推定される結果を得た。

　海綿骨針については、縄文土器胎土にも含まれてい

るという指摘�があり、慎重を期する。

　リン・カルシウム分析から導きだされた生物遺体の

存在は、Ｄ類土坑の場合「墓」の可能性を推察してい

たので傍証する結果となった。しかし、Ｄ類以外の土

坑でも生物遺体の存在が推定された。

　ＳＣ２３は遺物出土状態から「墓」よりも廃棄土坑の

可能性が強い。この場合は生物遺体（食料残滓）も廃

棄された土坑と判断するのが妥当であろう。

　ＳＣ４２は、炭化種子の大量出土から乾式貯蔵穴と考

えられたが、生物遺体の推定がなされたので貯蔵穴と

即断はできない。貯蔵穴または廃棄土坑とする。　Ｓ

Ｃ１９・２２・２３・５７については、遺物出土状態からでは

導けられない。生物遺体の存在という点では、廃棄土

坑ないし「墓」と推定される。

　生物遺体の存在が推定されなかったＳＣ８１は、廃棄

土坑ないし貯蔵穴の蓋然性が高い。

　ＳＣ５７は、遺物出土状態から「炉」と捉えられる。生

物遺体の存在からは、肉類を焼く、あぶる、煮ると

いった調理がなされたと解釈できる。

　なお、ＳＣ５９（Ｄ類土坑）は、ＳＣ８１同様に海綿が

利用されたと推定されている。外部からの流入とも考

えられるが、礫下からの検出を重視するなら、埋葬行

為に用いられた可能性も存する。

〔土坑の機能推定〕

　上記の検討の結果、Ａ・Ｂ類土坑は、廃棄土坑や貯

蔵穴の機能が推定された。また、ＳＣ５７・１４１例の、掘

方が浅めで煤や被熱を受けた痕跡がある土坑は、「屋

外炉」の可能性がある。
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　竪穴住居跡内には明確な炉跡が検出されなかったこ

とから屋外に炉が存在した可能性を示す。

　もちろん竪穴住居跡内の土坑や床面上、平地式建物

跡に炉が伴わなかったとは断言できない。都城市伊勢

谷第１遺跡の縄文中期住居内に炉の痕跡が認められて

いるからである。

　一方、「墓」の可能性が高いＤ類土坑のなかで、配石

の属性以外は平面形や深さはＡ・Ｂ類と類似する土坑

が認められる。従って、Ａ・Ｂ類土坑の一部は「墓」

である可能性を類推させる結果となった。

　Ｃ類は、結果的に不明であるが、Ａ・Ｂ類土坑と似

た機能が想定される。

　Ｄ類は、自然科学分析結果とも、考古学的所見から

も「墓」の可能性を指摘する結果となる。

　この場合、１個ないし数個の石（尾鈴山酸性岩類）

は、礫の白さ、出土位置も併せて標石と解釈できる。

　同様な検出例は、本遺跡に程近い宮崎県高鍋町大戸

ノ口第２遺跡ＳＣ６�に類例を見出せる。時期的には

船元�式～春日式北手牧段階に併行し、本遺跡と同時

性が強い。

ＳＣ４２・４３の炭化種子：堅果類の保存方法

　ＳＣ４２・４３からは、イチイガシの炭化種子が大量に

出土した。ＳＣ４２・４３出土の炭化種子については、谷

口武範氏が詳細にまとめられている�。

　また、炭化種子は台地に立地する遺跡としては極め

て遺存状態が良好であり、調査時は土坑形態も考慮し

て乾式貯蔵穴と推定していた。

　しかし、炭化種子はすべて種皮やヘタがない実（子

葉）部分のみで、炭化種子は土坑内に満たされた状況

ではなく、土器片や石器と同様に覆土と混在するあり

方を示した。特に種皮やヘタが失われている点は、貯

蔵穴と判断は再考する必要が生じさせた。

　名久井文明氏によると、ドングリもクリと同じく果

皮を除いて備蓄するという�。

　さらに乾燥堅果類（ドングリ）は、貯蔵穴で保管す

るのではなく、「縄紋時代人は炉の上部空間を利用し

て乾燥堅果類を備蓄したと推察」しておられる�。

　この名久井氏の指摘にそうならば、ドングリは住居

内で乾燥と備蓄がなされたことになる。この場合、Ｓ

Ｃ４２・４３出土の炭化種子は、乾燥に失敗して炭化した

ものを廃棄、もしくは何らかの理由で廃棄したものが

自然炭化したという結論が得られる。

　しかし、縄文時代草創期～早期の鹿児島県東黒土田

遺跡�は、種皮を取り除いたコナラ属が土中保存され

ている例である。また、本遺跡の場合、縄文時代中期

の竪穴住居跡には、炉は検出されていない。

　このように現状では、ＳＣ４２・４３が乾式貯蔵穴か廃

棄土坑であるかは、調査事例の蓄積を待つ必要がある

としておきたい。少なくとも、ＳＣ４２・４３の炭化種子

は、縄文時代中期における、堅果類利用の実態を如実

に示す資料であることには変わりない。

【縄文中期集落の評価】

　縄文時代では、特に中期前葉から中葉（船元�・�

式期）で竪穴住居跡８基、土坑（壙）１４４基をはじめ、

多くの遺構が検出された。遺物量からしても「集落」

として機能していたと考えられる。

　当該期のまとまった遺構や遺物を検出した集落遺跡

は、数少ない。宮崎県内では、船元式系土器及び春日

式土器が出土する縄文時代中期（前半）段階の集落遺

跡は、田野町権現谷第１遺跡・二ツ山第３遺跡�、清

武町上ノ原第１遺跡 、都城市伊勢谷第１遺跡!、北

郷町池ノ上遺跡"などがある。

　船元式系土器や春日式北手牧段階の出土例自体は比

較的多いが、集落自体は僅少である。上記の集落は竪

穴住居跡１～数軒程度の小規模であり、遺跡全体像が

把握可能な船元�・�式単純期および春日式北手牧段

階併行の縄文集落は、本遺跡が初例となる。

　さらに本遺跡は、船元式土器に特徴付けられる瀬戸

内的文化要素が、南九州の地でどのように受容・変容

していったか「文化のあり方」を考察する上で重要な

調査事例とも位置づけられる。

　他方、本遺跡の所在する牛牧台地でも、時期的に前

後する大戸ノ口第２遺跡が調査された。

　集落自体は未検出であるが、船元�式～春日式北手

牧段階の土器群が検出された。石器はスクレイパー、

石匙や石錘、石製垂飾等が出土し石器構成が似てい

る。さらに遺跡立地も台地縁辺部にあることから、本

遺跡との共通性が伺える。
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　このように、縄文時代中期前半の牛牧台地縁辺部に

おいて、縄文時代人の活動の痕跡を読み取れる。この

牛牧台地は海岸部に程近いこと、船元式土器は瀬戸内

地方を中心とする広域土器型式であることから、海を

介した文化交流が想起される。

　先述のように、本遺跡における縄文時代中期の石器

組成では、打製石鏃の僅少さと石錘の卓越性が顕著で

ある。その背景については、縄文時代後期の例である

が、「狩猟獣ではなく、漁獲物に重きをおいた可能性」

があるという#。

　第�章第２節で記載したように、縄文時代中期当時

における集落周辺の古環境は、自然科学分析の結果、

イネ科やヨモギ属など草本類が多く生育する日当たり

の良い草原的な環境で、周辺にはカシ類などの照葉樹

林やマツ類等が分布していたと推定された。

　この縄文時代中期集落を巡る古環境と、磨石・石皿

の存在、そしてＳＣ４２・４３出土のイチイガシ（ドング

リ類）は、カロリー源を堅果類に依存する姿が垣間見

えてくる。打製石斧の土掘り具状形態は、ヤマイモな

どの根菜類を採取していた可能性を示す。

　このように、縄文時代中期集落における食料獲得戦

略は、漁労と植物採集に力点が置かれていたのではな

いかと推測される。

　なおかつ、磨石や石皿の存在は、食料加工の実態を

示すだけではなく、定住的集落の様相を暗示してい

る。縄文時代中期前葉～中葉の存続幅の短い集落だ

が、竪穴住居跡や多数の土坑群は拠点的集落の性格を

帯びているとも推定される。

　さて、下耳切第３遺跡の縄文時代中期集落に対する

評価として、まず、時期的には西日本で極めて遺跡数

の少ない中期前葉から中葉（船元�・�式）にかけて

の比較的単純期であることが挙げられる。

　このことは、船元�・�式とそれに類似する土器群、

春日式北手牧段階、轟Ｂ式に類似する土器群が出土し

ており、いわゆる船元式系が約８割を占めていること

にも表されている。

　２点目として、古墳時代以降の削平を考慮する必要

はあるが、遺構配置では竪穴住居跡や土坑（壙）、ピッ

ト（小穴）群が谷に向かって東西に弧状を描くように

展開し、それがある程度地形に沿うように形成されて

いることが挙げられる。

　さらに検討すると、竪穴住居跡や平地式建物跡群

は、Ａ調査区（集落）内の東西に大きくわかれ、翼を

広げたような配置となる。

　土坑群は求心的、列状配置をなし、竪穴住居や平地

式建物群に隣接、または離れた箇所で立地する。　さ

らに、竪穴住居跡群や土坑群は等高線に沿って扇形に

展開するが、その「扇の要」の部分は、土坑群自体も

少ない遺構の希薄な空間である。

　従って、竪穴住居跡や平地式住居跡群や土坑群の位

置関係から、意図的・規則的な空間配置がなされたと

考えられる。

　しかし、これら遺構群の空間配置の鍵として土坑の

分析を進めたが、明確な機能差は見出せなかった。　

　本遺跡でも示されたように、縄文時代集落における

土坑の多数存在は、宮崎県内各地、特に縄文時代中期

後葉～晩期の集落遺跡に多く認められる（３５）。

　縄文集落における構造把握においては、竪穴住居跡

や出土遺物の追求や解釈のみならず、土坑にも視点を

向ける必要があり、遺構間の脈絡及び時期的な変遷に

よって始めて可能になるといえる。

　本遺跡で検出された縄文時代中期集落は、南部九州

における具体的なモデルケースとして重要な遺跡であ

る。今後も、本報告では果たせなかった集落構造な

ど、様々な角度からの研究と解釈が必要であることは

いうまでもない。
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調査原因調査面積調査期間東　経北　緯
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所　 在　 地
ふ り が な
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建設に伴う

発掘調査

２２,５００	０００９０４
～０１０３３０

（１次調査）
０１０４０３
～０２０３２９

（２次調査）
０２０５２３
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みや ざき けん

 児  湯  郡 
こ ゆ ぐん

 高  鍋 
たか なべ

 町 
ちょう

 大  字  上  江 
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 第  ３  遺  跡 
だい さん い せき

主な遺物主な遺構主な時代種　別

ナイフ形石器、細石刃等
縄文土器（桑ノ丸式、押型文）・石器
縄文土器（船元式、春日式）・石器

縄文土器（三万田式、孔列文）・石器

土師器・須恵器・鉄器・玉類

陶磁器・瓦

集石遺構 ３１基
竪穴住居跡 ９軒
平地式建物跡？ ３２軒
掘立柱建物跡？ ４棟
土坑（壙） １４３基
集石遺構 １基
配石遺構 １基
土坑（壙） ２基
陥し穴状遺構 ３基
竪穴住居跡 ７５軒
掘立柱建物跡 ８２棟
古墳（円墳） ２基
地下式横穴墓 ８基
土坑墓 ４基
馬埋葬土坑 ２基
祭祀土坑 １基
土坑（壙） ８基
道路状遺構？ １条
掘立柱建物 ４棟
溝状遺構 １２条

後期旧石器
縄文時代早期
縄文時代中期

縄文時代後・晩期

古墳時代後期
　　　　　～終末期

近・現代

散布地
集落
古墳
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東九州自動車道（都農～西都間）建設に伴う
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